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特別史跡「大湯環状列石」及びその周辺の解明を目的に継続してきました大

湯環状列石周辺遺跡の発掘調査も、本年で4年目となりました。

本年度は二ヵ所を調査 しましたが、万座環状列石北西側隣接地からは、類例

の少ない環状配石遺構、環状壁柱穴列を有する建物跡、竪穴遺構他多数の遺構

が検出され、多量の遺物の出土がありました。同区南東側より検出された建物

跡、フラスコ状土墳等は、万座環状列石と密接な関連を有する規則的な配列と

なっており、環状列石の性格、構造を考える上での貴重な資料と言えます。

本書は、これらの調査結果をまとめたものであります。今後の大湯環状列石

の保存と活用、学術研究の一助となれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、調査に関しまして御指導、御協力ぃただいた関係機関、

各位に厚 く御礼申し上げます。

日召禾]63年 3月

鹿角市教育委員会

教育長 柳 沢 源 一
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1.本報告書は、昭和62年度に国庫補助金を得て実施 した大湯環状列石周辺遺跡第 4次発掘調

査の報告書である。本調査概要については機会あるごとに発表してきたが、本報告書を正式

なものとする。

2.本報告書の執筆は、調査員、調査補助員が分担 し、文責は各々の文末に明記した。

3.資料の鑑定並びに同定等は下記のとおり依頼した。

火山灰の螢光 X線分析     奈良教育大学教授    三 辻 不J一

胎土分析          奈良教育大学教授    三 辻 不」一

樹種同定           奈良国立文化財研究所  光 谷 拓 実

黒色樹脂及び赤色顔料の分析  岩手県立博物館     赤 沼 英 男

放射性炭素年代測定      日本アイソトープ協会

種子同定           鹿角市立尾去沢中学校  成 田 典 彦

石器類石質鑑定        秋田県立十和田高等学校 鎌 田 健 一

4.土層、土器などの色調の記載には「新版 標準土色帖J(日 本色彩研究所)を使用した。

5.遺物の実測・採拓・トレース等の整理作業は調査員、調査補助員が行なった。

6.本報告書に収載 した図版のスケールについては各々に示 した。なお、写真図版は任意の縮

尺とした。

7.本報告書の文中において用語の主たるものは統一するように努めたが、数度にわたり使用

しているものは簡略している場合もある。

8.図版・表等で下記のような記号やスクリーン・ トーンを使用した。

SI…竪穴住居跡  ST,・・竪穴遺構  SB… 建物跡  SK(F)・・フラスコ状土墳
SK①・・Tピ ット  SK… 土墳  Sx(S)・・配石遺構、集石遺構   S X101… 石囲炉

SX⑥ …礫群  SXO… 埋設土器遺構    SX(F)… 焼土遺構

匹∃…遺構確認面以下の土層  匡コ…焼土  Eヨ …柱痕  匡ヨ…石の熱変部分

9.発掘調査・報告書作成にあたっては、下記の方々から御指導・御助言をいただきました。

記して感謝の意を表します。 (敬称略、順不同 )

河原糸屯之、佐久間豊 (文化庁記念物課)、 佐原 具 (奈良国立文化財研究所)、 カロ納 博

(秋田大学)、 村越 潔 (弘前大学)、 中野益男 (帯広畜産大学)、 鈴木克彦 (青森県教

育庁文化課)、 三宅徹也、成田滋彦 (青森県埋蔵文化財センター)、 葛西 励、高橋 潤

(青森山田高等学校)、 本堂寿一 (北上市立博物館 )、 岩見誠夫、大野憲司、桜田 隆 (

秋田県埋蔵文化財センター)、 板橋芳範 (大館市史編さん室 )
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第二章 遺跡の環境
1.遺跡の位置と立地

大湯環状列石は、秋田県鹿角市十和田大湯字野中堂、字万座 に所在する。同遺跡およびその

周辺遺跡ののる台地は、大湯川と豊真木沢川によってつくられた南西方向に延びる長さ 5.6h

幅 0.5～ l km、 標高 144～ 183mの舌状台地で、通称「風張台地Jと 呼ばれている。遺跡は、

この台地のほぼ中央、一本本、寺坂両集落の中間に位置 し、 JR花輪線十和田南駅の北東約 3

hの地点である。

本年度の調査区の一つであるD区は、万座環状列石の北西側隣接地で、列石外帯際から北西

イ員1台地縁辺まで延ばした細長い発掘区である。現地表面はほぼ平坦で、栗、桐畑として利用さ

れている。E区は周辺遺跡の北東端で、万座環状列石外帯から270～ 470mを 測る。野中堂環

状列石東側の小沢がE区 にまで延びており、現地表面でも本発掘区南部にその痕跡を残 してい

る。本発掘区は畑地として利用されている。

2.遺跡の層序

従来どおり、基本的には I～ V層 に分層、各層の細分にあたってはD区、E区別個のものと

した。

第 I層 は大湯浮石層までの堆積層で、D区では16～ 32cmを 汲1る 。 E区はかなりの深浅があり

E区中央部のZK-21グ リッドでは 104 cmを測る。東部 ZD-31グ リッド付近において、 I層

中に火山灰層を確認 したが、これは大湯浮石の二次堆積物 と考えられる (第Ⅵ章 1参照)。

第Ⅱ層の大湯浮石層は、D区北西端、E区西端の微高地 を除くほぼ全域で観察された。 5～

20cmの層厚があり、粒子の粗細、色調、浮石の合有量から3層  (Ⅱ a、 Ⅱb、 Ⅱc層 )に細分され

た。歴史時代の遺構は本層前後において検出されている。

第 Ill層 は大湯浮石層下から地山直上の暗褐色土層までの黒色または黒褐色を呈する土層であ

る。 D、 E区 とも本層は 4層 (Ⅲ a～ Ⅲd層 )に細分される。D区 の配石遺構はⅡ～Ⅲ b層 にお

いて露頭、その全容及び下部土墳はⅢb層下位 において確認されてぃる。また、焼土遺構はⅢb

～Ⅲd層上面、建物跡はⅢc層下位～Ⅲd層上面、土壌、竪穴遺構はⅢd層上面にて検出されてい

る。本層は遺物包含層で、特にIllb層 からの出土が多い。

第IV層 は地山 (下位火山灰)直上の層で、暗褐色 を呈し、若干粘性があり、しまりのある層

である。

第V層は申ヶ野火山灰と考えられる黄褐色を呈する火山灰層である。 D区の遺構のほとんど

は、本層まで掘 り込み、底面としている。なお、本報告書では、本層をV層以外に下位火山灰、

地山と表現 している。                           (秋 元信夫 )
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第Ⅱ章 調査の概要
1.調査要項

1.遺 跡 名  大湯環状列石周辺遺跡

2.調査目的  万座環状列石近傍の遺構の配置の解明 (D区 )及び周辺遺跡北東部の遺構

の有無の確認 (E区)を主目的とする。

3.調査地、発掘面積

D区  鹿角市十和田大湯字万座26他       1,172ポ

E区  鹿角市十和田大湯字万座45他       1,175ni

4.調査期間

発掘調査      昭和62年 5月 6日 ～62年 10月 17日

整理・報告書作成  昭和62年 10月 19日 ～63年 3月 31日

5.調査主体者    鹿角市教育委員会

6.調査担当者    社会教育課 (主任 秋元信夫 )

7.調査参加者

調査指導員   冨樫泰時 (秋田県教育庁文化課 学芸主事 )

調 査 員   鎌田健一 (秋田県立十和日高等学校 教諭)

成田典彦 (鹿角市立尾去沢中学校 教諭 )

三ヶ田俊明 (小坂町立七滝小学校 教諭 )

藤井安正 (鹿角市教育委員会埋蔵文化財調査員)

調査補助員   佐藤 樹、馬渕正弘、藤井富久子、立山ゆり子、大里敦子

泉沢由美子 (昭和62年 5月 退職)、 目時キミ子 (日召和62年 8月退職 )

作 業 員   本村千鶴江、本村ヒロ、千葉ヨリ、苗代沢ノブ、苗代沢静子

宮沢キヨ、宮沢 トミエ、柳沢勝江、柳沢栄子、柳沢恵美子

柳沢ヤス

8.社会教育課

課  長    安田孝司

課長補佐    湯沢 勉

文化財係長   柳沢悦郎 (庶務担当)

主  任    秋元信夫 (調査担当)

臨事職員    須田匡人 (庶  務 )

9.協力機関・協力者
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文化庁記念物課、奈良国立文化財研究所、秋田県教育委員会、秋田県埋蔵文化財

センター、岩手県立博物館、奈良教育大学

松宮 貢、谷地 勲 (土地所有者)、 古川孝政、下村正志、馬渕義久、馬渕順次

花海義人

2.調査の方法

環状列石とその周囲に存在する遺構の位置関係を把握するため、D区は万座環状列石タト帯か

ら台地縁辺部まで細長〈設定、グリッド発掘とした。またE区は遺構の有無の確認が目的であ

り、その対象面積も広範囲であるため、 5m幅のトレンチ発掘と5× 5mの坪掘りを併用した。

グリッドは第 1次調査以来のN-49=Wを 基準線とする5H単位のグリッドとし、D区はC区

から、E区はA区から延長した。杭番号はアルファベット (北西～南東方向)と 算用数字 (北

東～南西方向)で付し、西隅の杭を以てグリッドを呼称した。

表土からの除去作業は全て手掘りに依る分層発掘とし、できるだけ上面での遺構確認に努め

た。遺構の番号は、種類別に発見順に付したが、A、 B区の遺構との混同を避けるため、D区

は 201号、E区は 301号より用いた。ただし、調査後、配石遺構から石囲炉、建物跡柱穴状ピ

ットから土渡へと訂正した遺構が数基あり、また整理作業段階で配石遺構、土墳を形態別に細

分したので、調査時と本報告書の遺構番号には多少の異同がある。

遺構精査は、竪穴住居跡、竪穴遺構については四分割法、その他の遺構は三分割法を原則と

した。遺構等の実測には簡易遣 り方測量を用い、配石遺構、埋設土器遺構、焼土遺構、遺物の

微細図は1/10、 その他は 1/20の縮尺で図化した。写真は自黒、リバーサルに収めた。

3.調査の経過

5月 6日 、作業員への作業説明の後、E区南西端 トレンチより調査を開始する。19日 からは

拡張部坪掘りに着手、 6月 13日 にE区の調査を終了する。

D区の調査は6月 15日 より開始された。土置場の確保、調査計画作成のため、西端の2グ リ

ッドから調査を始め、以後1ヒ西端から南東端に向かって調査が続けられた。 7月 末には中央部

までの粗掘り、遺構確認を終了、 2基の環状配石遺構、建物跡他34基の遺構が確認された。 8

月末には粗掘をほぼ終了、北西部から中央部にかけて確認された66基中46基の遺構の精査を完

了、以後中央部から南東部の遺構の精査に移行する。この間、 8月 10日 には報道関係への中間

発表、 9月 5日 には現地説明会を開催した。 9月 30日 、遺構再確認、実汲1を残し、ほとんどの

作業が終了したため、予定通り作業員を打ち切り、以後担当者、調査員、補助員で残った作業

を継続した。新たに確認された遺構の精査、実測、D区全体写真撮影、基本層序図作成などの

全ての調査、作業が終了したのは10月 17日 であった。

-5-

(秋元信夫 )



１
■
１
１

一　　『

鉗

ω
図
　
０
図
ｍ
磁
潟
剛
回

+SX付
需需11組7情

十計t増罵綱

+ 楽,輩語靴iA‰拿ぽ

+―

l趾茉亀



第Ⅲ章 D区の縄文時代の遺構 と出土遺物

第 4次調査において、D区で検出された縄文時代の遺構は多種に及んでいる。その内訳と検

出数は、環状配石遺構 3基、立石遺構 7基、配石遺構10基、集石遺構 2基、礫群 3カ 所、建物

跡19棟、柱穴状 ビット239個、石囲炉 4基、焼土遺構22基、竪穴遺構 2基、Tピ ット2基、フ

ラスコ状土墳12基、土墳38基、埋設土器遺構 6基である。これらに伴って遺構内、外より出土

した遺物は膨大な量で、復元・図化土器 159点の他に縄文土器片ダンボール箱41箱、石器 871

点、土製品 537点 、石製品64点である。このほか自然遺物として遺構内より炭化した堅果種子

423点、黒色樹脂塊 2点が出土 した。なお、細長の石の長軸方向を繋いで環帯をなし、一部 に張

り出し部を有する配石遺構 を環状配石遺構とし′た

1.配石遺構

(1)環状配石遺構

第 202号環状配石遺構 (第 4図、12図 1、 PL2、 21)

発掘区北西端のYL、 YM-92～ 94グ リッドに位置 し、皿b層 を構築面とする。構築面で一部

地山が露出している箇所があるが、これは地山がマウンド状 になっている為である。 201号建

物跡、 212号焼土遺構と重複 し、本遺構はいずれよりも新しい。

確認された石の総数は約 260i固 を数え、494国の抜き取 り痕が確認された。配石は15～ 55cmの

細長の石の長軸方向を繋いで、 3～ 5711に敷き並べた帯幅70～ 120 cmの 半円状 を呈する。遺構

北西イ員]は未発掘であるが、ボーリング調査の結果、環状 を呈すると考えられ、推定径は約14.Om

を測る。遺構南東部に30～ 50cmの扁平な石を敷きつめた楕円形を呈する3.6× 26mの張 り出し

部を有する。張 り出し部外縁は細長の石を繋いで縁どりをするかのように配置されている。配

石は石英閃緑I分岩、石英安山岩、流紋岩、凝灰岩などで構成され、石英閃緑勇分岩が約75%を 占め、

石英安山岩がこれに次ぐ。また熱変質しているものが10%弱見られる。これらの石はある部分

に集中するのではなく、全体に分散している。

環内部に 226号配石遺構、 202号石囲炉が存在する。またYM-92、 93グ リッドに220× 180

cmの地山粒を含む黒褐色土の方形プランを確認した。新 1日関係は 226号配石遺構が新しい。こ

れらの遺構が本遺構に伴 うかどうかは不明である。なお、構築面下は未調査である。環帯部分

より石鏃 1点 を出土した。

新旧関係及び周辺の出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉
～中葉と考えられる。

第 207号環状配石遺構 (第 5図、PL7)

発掘区中央のYD～ YF-93、 94グ リッドに位置 し、Ⅲb層 を構築面とする。確認された石
の

総数は約 130個 を数える。配石は15～ 50cmの細長の石の長軸方向を繋いで、 3～ 4列 に敷き並

-7-
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第 5図 環状配石遺構実測図(2)

べた帯幅約80mの弧状 を呈する。遺構東部は未発掘であるが、ボーリング調査の結果、202号環

状配石遺構と同様に環状 を呈し、遺構南東部に推定2.6× 2.5mの張 り出し部を有すると考えら

れる。推定径は 8.9mを測る。配石は、石英閃緑:分岩、石英安山岩、流紋岩、凝灰岩などで構

成され、石英閃緑珍岩が約50%を 占め、石英安山岩がこれに次 ぐ。また熱変質しているものが

約32%見 られ、202号環状配石遺構よりその割合は高くなる。なお、構築面下は未調査である。

第 220号環状配石遺構 (第 5図、10図 1～ 32、 12図 5、 12～ 17、 21、 22、 26、 PL7、 22～ 24)

発掘区南東端のZV、 ZW-90、 91グ リッドに位置 し、鵬層を構築面とする。210～ 212号建

物跡、 222号焼土遺構と重複 し、本遺構がいずれよりも新しい。確認された石の総数は約 100

個 を数える。配石は15～60cmの細長の石の長軸方向を繋いで環状 に配し、径は 5.4mを測る。

202、 207号環状配石遺構が 3～ 5列の配列により環帯を構成するのに対 し、本遺構は 1～ 2

列となる。遺構北西部に1.4XO.9mの方形を呈する張 り出し部を有する。 202、  207号環状

配石遺構が遺構南東に張 り出しをもつのに対し、本遺構の張 り出し部はこれらの環状配石遺構

と逆方向に位置し、向い合 う。張 り出し部の石は環帯の石と長軸方向を直交している。配石の

大部分は石英閃緑三分岩で構成され、石英安山岩がこれに次ぐ。また熱変質しているものが15%

翁
Ｏ
Ｄ

δ
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程見られる。環内部及び外部付近を精査 したが、本遺構 に伴 うような施設は確認されなかった。

ただし、配石直下は未調査である。

配石構築面より、掻器、磨製石斧、石皿、凹石、磨石、敲石をそれぞれ 1点、石錘 4点 を出

土した。また10図は配石構築面環内より出土した土器片である。

新旧関係及び周辺の出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉～中葉と考えられ

る。

(2)立石遺構

第 212号立石遺構 (第 6図 )

発掘区北西端のYK-90グ リッドに位置し、構築面はlllc′ 層上面である。長さ30cmの細長の石

を利用し、やや斜めに立てている。ピットの平面形は23× 20cmの 円形 を呈し、深さは推定30cm

を浪1る 。堆積土は黒色土の単一層で、人為堆積を呈する。遺物は出土 しなかった。

第 216号立石遺構 (第 6図、PL4)

発掘区南東端のZU-92グ リッドに位置し、構築面はⅢd層 上面である。ピット5と 重複 し、

本遺構が新しい。長さ42cmの細長の石を利用し、ほぼ垂直に立てている。ピットの平面形は56

×56cmの円形を呈し、深さ52cmを 測る。堆積土は 5ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

遺物は出土しなかったが、新 1日関係より構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 217号立石遺構 (第 6図、PL4)

発掘区南東端のZV-91グ リッドに位置し、構築面はld層上面である。ピット15と 重複 し、

本遺構が新しい。長さ28cmの細長の石を利用し、やや斜めに立てている。ピットの平面形は23

×20cmの隅丸方形 を呈し、深 さ14cmを浪1る 。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積を呈す

る。遺物は出土 しなかったが、新旧関係より構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 222号立石遺構 (第 6図 )

発掘区南東側のZW-91グ リッドに位置し、構築面はⅢd層上面である。 221号焼土遺構、ピ

ット91と 重複 し、本遺構が新しい。長さ36cmの細長の石を利用し、やや斜めに立てている。ピ

トの平面形は32× 30cmの 円形 を呈し、深さ22cmを沢」る。堆積土は黒褐色土の単一層で、人為堆

積を呈する。遺物は出土しなかったが、新 1日関係より構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 223号立石遺構 (第 6図 )

発掘区南東傾1の ZY-91グ リッドに位置し、構築面はⅢd層上面である。長さ12cmの細長の石

を利用し、ほぼ垂直に立てている。ピットは14× 14cmの 隅丸方形 を呈し、深さ10cmを 測る。堆

積土は黒色土の単一層で、人為堆積を呈する。遺物は出土しなかった。

第 224号立石遺構 (第 6図 )

発掘区南東側のZX-90グ リッドに位置し、構築面はⅢd層 上面である。 243号フラスコ状土
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第 6図 立石遺構実測図

獲と重複 し、本遺構が新しい。長さ37cmの細長の石 を利用し、ほぼ垂直に立てている。ピット

の平面形は22× 18cmの 円形 を呈し、深 さ17cmを測る。堆積土は黒色上の単一層で、人為堆積を

呈する。遺物は出土しなかつたが、新旧関係より構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 225号立石遺構 (第 6図 )

発掘区南東側のZZ-91グ リッドに位置し、構築面はⅢd層上面である。長さ29cmの細長の石

を利用し、ほぼ垂直に立てている。ピットの平面形は60× 59cmの 円形 を呈し、深さ36cmを測 る。

堆積土は 5プロックに区分でき、人為堆積を呈する。遺物は出土 しなかった。

(3)そ の他の配石遺構

第 203号配石遺構 (第 7図、11図 1～ 5、 12図 6、 P L22)

発掘区北西側のYI-93グ リッドに位置し、Ⅲa層上位で確認 した。70× 70cmの 範囲に 5個 の

25～ 50cmの細長の石が「コ」字状 に置かれている。下部土墳は確認されなかった。他の配石遺

構と比べると構築面が高い事、北西側 に隣接する 204号配石遺構の南側一部が攪乱を受けてい

る事、東佃1に 201号竪穴住居跡が隣接する事などから、本遺構の石は移動したものと考えられ

る。配石構築面より10数点の土器片、掻器 1点が出土した。

第 204号配石遺構 (第 7図、11図 6～ 11、 12図 2、 3、 7、 18、 13図 1、 PL4、 21～ 24)

発掘区北西側のYI-93グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認した。ピット406と 重複 し、本

褥 脇  翻翻 冽

SX(S)225
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遺構が新しい。10個の石が残存 しており、配石は土墳縁辺に長さ10～ 27cmの細長の石を楕円形

に立て並べ、その内部に約30cmの 扁平な石を並べ置くものと考えられる。配石の規模は88× 75

cmを沢」る。

下部上墳は配石と位置を一致する。平面形は 129× 103 cmの 楕円形を呈し、深さ49cm、 底面

積1.58ゴ を測 る。長軸方向はN-77° ― Eである。底面はV層 より成り、やや起伏があり堅くし
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まっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は11プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より10点の上器片の他、石鏃 2点、掻器、凹石、円盤状土製品をそれぞれ1点出土し

た。新旧関係及び出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 205号配石遺構 (第 7図、11図 12～ 14、 12図 4、 8、 23、 P L21、 22)

発掘区中央のYH-93グ リッドに位置し、L層上位で確認 した。本遺構北西佃1に 201号竪穴

住居跡が隣接する。 133× 90cmの範囲に8個の24～ 59cmの細長の石が雑然と置かれている。下

部土渡は確認されなかった。本遺構も 203号配石遺構同様、何 らかの事由により移動 したもの

と考えられる。

配石構築面より数点の土器片、石鏃、掻器、磨石それぞれ 1点 を出土した。

第 206号配石遺構 (第 7図、PL4)

発掘区中央北西寄 りのYG-93グ リッドに位置 し、皿b層下位で確認 した。配石の規模は 192

× 175cmを測 り、33i固 の石が確認された。範囲内南側 に 120× 126 cmの 円形のまとまりが見ら

れ、1ヒ東部に位置する石は移動 したものと考えられる。配石は中央 に66× 24cmの 扁平な石を置

き、これと長軸を直交させるように15～ 39cmの細長の石を並べ置く。さらに縁辺 に石を一巡 さ

せ、中央の石の長軸方向に細長の石を立てるものである。

配石下部は未調査であるが、ボーリング調査の結果下部土墳の存在が予沢1さ れ、上部配石と

位置を一致するものと考えられる。

周辺の出土遺物及び構築面より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 210号配石遺構 (第 7図 )

発掘区中央のYF-92グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認した。遺構南西イ員1は未発掘、南東

側は攪乱を受けており、11個 の石から成る配石の一部のみが確認された。配石は18～ 55cm大 の

やや扁平な石を利用し、遺構南東部は石を立てている。石の長軸方向を繋ぐように弧状 に配 し

ており、他の配石遺構と趣を異にする。配石下部は未調査である。

第 213号配石遺構 (第 8図、11図 15～ 23)

発掘区北西端のYL-90グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。遺構北西イ貝1及び南西側は

未発掘である為、全体の1/4程 が確認されただけである。配石は20～ 57cm大 のやや扁平な石が 4

個確認された。

下部土渡は配石と位置を一致する。平面形は円形 を呈すると思われ、深さ45cmを測 る。底面

はⅣ層より成り、ほぼ平坦である。堆積土は 4プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より23点 の土器片が出土した。

出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 8図 配石遺構実測図(2)

第 218号配石遺構 (第 8図、 9図 1、 11図24～ 29、 P L13)

発掘区南東端のZV-89グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。ピット24と 重複 し、本遺

構が新しい。配石の規模は72× 60cmを浪1り 、17～ 31cmの 5個の石を楕円形に配している。この

うち、土渡長軸片傾1の石は立っている。

下部土墳は配石と位置を一致する。平面形は 106× 78crlの楕円形を呈し、深さ32cm、 底面積

0.67置 を測る。長軸方向はN-29°一Eである。底面は大きな起伏があり、北東側から南西侶1に

若千傾斜している。堆積土は 9プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土渡底面より復元土器 1点、土墳内より17点の土器片を出土した。 9図 1は底面ゴL東壁寄り

から出土した台付土器の台部分である。色調は浅黄橙色を呈する。

出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

上しご∪

SX(S)219

E H:1802∞ m
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第 219号配石遺構 (第 8図、11図30～ 32、 PL4)

発掘区南東端のZV-92グ リッドに位置し、皿b層下位で確認した。配石の規模は90× 68cmの

楕円形を呈し、確認された石は27個 を数える。石は整然と配されている。11～ 53cmの細長の石

を長軸方向を同一にして並べ、縁辺 に7～ 21cm大 のやや小型の石を並べ置いている。

下部土墳は配石と位置を一致する。平面形は88× 63cmの 楕円形 を呈し、深 さ55cm、 底面積は

0.55ゴ を測 る。長軸方向はN-70° 一Eである。底面はV層 より成 り、小 さな起伏があり堅くし

まっている。堆積土は 6ブロックに区分でき、人為堆積 を呈する。

土獲内より6点の土器片を出土 した。

出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

第 221号配石遺構 (第8図、9図 2～ 4、 11図33～ 47、 12図 9～ 11、 19、 20、 24、 25、 13図 2、 3、 PL22、 23)

発掘区南東傾1の ZX-92グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。 245号土墳と重複 し、本

遺構が新しい。配石の規模は 125× 74cmで 楕円形 を呈し、15～ 53cm大 の細長の石が14個確認さ

れたが、西傾1に存在する石は移動したものと考えられる。構築当時の状態は不明である。

下部上墳は配石と位置を一致すると考えられる。平面形は 109× 88cmの 楕円形 を呈し、深 さ

55cm、 底面積1.34ピ を沢1る 。長軸方向はN-52° 一 Eである。底面はV層 より成 り、ほぼ平坦で

堅くしまっている。堆積土は 8ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳底面直上より復元土器 1点 (9図 4)、 線刻礫 1点、凹石 1点、土渡中位より凹石 1点、

土墳内より復元土器 2点 (9図 2、 3)、 80数点の土器片、敲石 2点、掻器 3点、線刻礫 1点 を

出土した。 4は底面直上南壁寄 りから出土した深鉢形土器である。頸部以下にLR縄文を施文

しており、一部に原体 Rの撚糸文が見られる。表、内面にはススが付着 している。推定回径24

cmを計り、色調はにぶい黄橙色を呈する。 2、 3は土獲内より出土した土器で、それぞれ鉢及

び小型深鉢形土器と考えられる。共に沈線文が施文され、色調はにぶい橙色を呈する。 2は表

面に赤色顔料、内面に黒色顔料が塗布されている。

新旧関係及び出土遺物より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 226号配石遺構 (第 4図 )

発掘区北西端のYM-93グ リッド、 202号環状配石遺構環帯内に位置し、Ⅲb層 で確認 した。配

石の規模は62× 50cmを 濠1り 、16～ 35cm大 の石 3個 と8～ 14cm大 の小型の石 5個が確認された。

配石構築面で地山粒を含む黒褐色土の 100× 68cmの 隅丸方形プランを確認 したが未調査である。

また遺構西側に重複 して方形プランを確認 し、本遺構が新しい。本遺構 と 202号環状配石遺構

との関係は不明である。

-15-
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2.集石遺構

第 214号集石遺構 (第14図、15図 1～ 16、 17図、PL5、 21、 22、 24)

発掘区北西側のY」 -92グ リッドに位置する。本遺構の1ヒ東側には 201号礫群が存在する。

Ⅲb層下位で若千の石のまとまりを確認したが、配石遺構とは明らかに形態が異なり、また、礫

群との判別がつかなかった。鵬層下位において集石遺構であることを確認し、南半の調査を行

った。本遺構は、 4～ 38cm大 の60点以 Lの石を145× 157 cmほ どの範囲内に雑然と積み上げて

構築されている。火熱を受けた石が多く、害1れているものもある。石と石の間の黒褐色土中に

は多量の炭化物が混入している。下部土墳については明確にできなかったが、石の最下位はⅣ

層直上であり、Ⅳ層上面にも炭化物が分布していることから、本遺構は土塘を伴うものと考え

られる。

本遺構から227点の上器片、石鏃 1点t掻器 2点、凹石 1点、円盤状土製品 3点 を出土した。

出土遺物より本遺構の時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 215号集石遺構 (第14図、15図 17、 PL5)

発掘区北西狽1中央寄りのYI-92グ リッドに位置する。 216号焼土遺構と重複し、本遺構が

古い。皿b層下位で若千の石のまとまりを確認したが、形態が明らかとなったのは胞層下位にお

いてであり、南半の調査を行った。集石部は145× 155 cmほ どの範囲内に50点以上の石を雑然

とまとめたように構築されている。石は 5～ 28cm大 の小型の角礫が多く、火熱を受けたものも

ある。この集石下に径 2mほ どの円形または楕円形を呈すると考えられる土渡を検出した。深

さは27cmを測る。V層 を底面とし、ほぼ平坦で堅く、壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は10ブ

ロックに区分でき、人為堆積を呈する。本遺構から5点の土器片を出土した。出土遺物より、

本遺構の時期は縄文時代後期と考えられる。

石製品実測図

-19-
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第15図 集石遺構出土土器拓影図

3.礫群 (第 16、 18図、 PL5)

発掘区北西側の3ヵ 所から礫群が確認された。

やや中央寄りのY」 -93グ リッドに位置する201号礫群は、Ⅲb層上位で確認された。 260×

230 cmの範囲内に2～ 27cm大の 209点の礫が集中しており、集石遺構とも考えられる。これら

の礫の岩質は、石英閃緑珍岩、安山岩、粘板岩、流絞岩などで、ほとんどが長期間に渡って熱

を受けた痕跡がある。

SX(S)215

-20-
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202号礫群は北端のYK、 YL-93グ リッドの北側に位置する。 340× 260 cmほ どの範囲内

に4～ 20cm大 の礫が集まっており、さらに北側に延びることも考えられる。

発掘区北西端に広範囲に分布する礫群を203号礫群とした。礫はⅢa～Ⅳ層において確認され

るが、特にⅢb層 の密度が高い。90ラ イン以西は調査区域外であり、また91ラ イン以東は他遺構

保存のためⅢd層上面までしか掘り下げていない。そのため分布範囲は明確でないが、北端はY

L-92グ リッド北佃1、 東端はYK-92グ リッド中央と考えられ、南西側ほど密度が高くなる。

10～ 16cm大 の角礫が多く、1,500点 以上を数える。

-22-
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4.建物跡 (柱穴状ピット群)

(1)北西部の建物跡と柱穴状ピット群

第 201号建物跡 (第 19～ 21図、23図 2～ 4、 6～ 9、 47図、 PL6、 22、 23、 25)

発掘区北西端のYM～ YK-90～ 92グ リッド、Ⅲc～Ⅲd層上面で確認された。 202号環状配石

遺構、 201号竪穴遺構、 202号建物跡と重複、本遺構は 201号竪穴遺構より新しく、 202号環

状配石遺構より古い。また、本遺構主柱穴上面付近には貼床状 に粘土あるいは下位火山灰が踏

み固められているため、本遺構は 202号建物跡より古いと考えられる。

本遺構は、環状に壁柱穴を有する掘立柱建物跡で、その規模 (径 )は 8.5mを 汲1る 。

主柱穴は、ピット72、 74、 76、 77、 79の 5個で、隣接するピット間隔 2.8～ 3.6mの五角形

の配置となる。主柱穴掘 り方の規模、深さはほぼ同一で、91～ 138× 72～ 92cm、 136～ 152 cm

を浪1る。また、ピット79を 除く4個 には、柱穴側 に傾斜する,支い掘 り込みを伴 う。柱 を立てる

作業を容易にするための工夫であろうか。なお、主柱穴のいずれからも柱痕が確認され、その

径は27～ 31cmを沢1る 。

壁柱穴は、出入口部と考えられる南東部の一部を除き一巡 し、その中心は主柱穴の主軸線 (

主軸方位 N-116° 一E)上 に位置する。出入口両端の特殊ピットを除き、47個 の壁柱穴 を確認

したが、さらに 202号環状配石遺構下 (未掘部分)に 10～11個 の柱穴があるものと考えられる。

これらの柱穴は径27cm程の規模で、深 さ40～ 74cm、 柱穴間は22～ 50cmを 測る。

南東部の出入口と考えられる部分の幅は約90cmで、その両端のピットは、他の壁柱穴 と形態、

規模を異にする。全体としては、84× 55cm(P■ 48)、 105× 74cm(Pit49)、 深さ31cm、 49cmの 楕円

形を呈し、さらに底面出入口部側 には63× 12cm、 深 さ14cm(P責 48)、 90× 18m、 深さ8 cm(P九

49)の溝が、また壁柱穴側には径23m、 38m、 深 さ1lm、 9 cmの ビットがある。規模、確認面

からの深さ等が壁柱穴と類似 していることから、外側 (柱穴狽1)の ビットは壁柱穴と考えられ

る。また、左偶1の ピット (Pit49)の 溝部分から幅 5mの板状の炭化材 (落葉広葉樹、クリ?)

が検出され、この溝が板材を立てるためのものと推察 された。

本遺構内 3ヵ 所で、焼土が確認されたが、このうち、焼± 2が本遺構 に伴 う地床炉と考えら

れる。本遺構主軸線上、中心より南東寄 りに位置 し、焼土範囲は 127× 68m、 厚さは19cmを測

る。

本遺構柱穴及び焼土からの出土遺物は総数 230数点の土器片、 4点の掻器、 1点の凹石、 2

点の円盤状土製品である。これらの遺物及び新旧関係より、本遺構の構築時期は縄文時代後期

前葉と考えられる。

第 202号建物跡 (第 19、 20、 22図、23図 1、 5、 PL6)

発掘区北西端のYL～ YK-91～ 92グ リッド、Ⅲc～Ⅲd層 上面で確認された。 201号建物跡、

-23-
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第20図 建物跡柱穴状ビット断面図(|)

201号竪穴遺構 と重複 し、本遺構はぃずれよりも新 しい。

ピット71、 73、 75、 78の 4個の柱穴で構成される長方形を呈する掘立柱建物跡で、長辺 4.0

m、 短辺 3.2mを浪1り 、N-52°一Wの長軸方向をもつ。

柱穴掘り方の規模は 201号建物跡より若千小さく、65～ 88× 49～ 65cm、 深さ98～ 114 cmを測

る。なおピット71は他の柱穴に比べ若干小規模で、浅い掘り込みを伴う。また、ビット73、 78

からは柱痕が確認され、その径は29cm、 32cmを測る。

本遺構中央から若干北寄りに位置する焼± 1が、本遺構に伴 う地床炉と考えられる。焼土範

囲は76× 32cm、 厚さは15cmを浪1る。

本遺構柱穴からは、総数60数点の土器片、 1点の掻器、半円状扁平打製石器の出土があった。
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※Pi′ 1、 73、 75、 78は S3202、 他はSB201の ビット

Pit.N(
長径×短径×深さ

(cm) 瞬ｍ
Pit.No
長径×短径×深さ

(cm)

柱痕径
(cm)
Pit.Nc
長径×短径×深さ

(cm)

柱痕径
(cm)
Pit No
長径×短径×深さ

(cln)

柱痕径
(cm)

1 28× 23× 718 33× 24× 547 33× 25× 417 25× 23× 207

2 26× 23× 667 30× 26× 551 84× 55× 310 27× 26× 48

3 24× 23× 646 36× 25× 449 105× 74× 490 24× 23× 63

4 25× 23× 548 00× 25× 417 28× 27× 450 30× 29× 202

5 31× 21× 489 24× 22× 401 31× 23× 433 40× 27× 122

6 22× 21× 498 30× 21× 508 27× 24× 432 57× 48× 348

7 24× 20× 465 30× 22× 520 27× 26× 422 138× 78× 1362

8 28× 22× 470 ea× 29× 538 26× 23× 413 107× 75× 1520

9 24× 20× 516 31× 30× 504 27× 21× 382 126× 81× 1433

26× 23× 525 31× 29× 560 28× 27× 484 91× 72× 1520

11 24× 21× 486 29× 24× 556 57 28× 26× 560 100× 92× 1410

12 22× 21× 521 32× 25× 521 27× 24× 569 29× 22× 470

13 29× 26× 524 29× 26× 530 31× 21× 558

14 30× 28× 578 33× 32× 682 20× 22× 142 71 88× 49× 1010

15 27× 22× 569 31× 25× 746 61 09× 29× 308 67× 65× 980

16 27× 23× 580 30× 27× 660 31× 28× 474 65× 65× 1144

17 25× 24× 601 33× 27× 605 27× 26× 95 71× 63× 1020

18 29× 24× 650 29× 26× 631 25× 21× 144

第 1表 第201・ 202号建物跡柱穴状ビットー覧表

これらの遺物及び新旧関係より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。なお、

半円状扁平打製石器は、本遺構あるいは周辺の遺構構築の際にⅢd層 より掘 り出されたものが、

混入したものと推察 される。

北西部の柱穴状ピット群 (第 24、 40、 41図 )

発掘区北西部からは 201、 202号建物跡を構成する柱穴以外に10個 の柱穴状 ピット (P■ 401

～ 410)が検出された。このうちピット401～ 407は いずれも規模が大きく、64～ 118× 58～ 94

cm、 深さ117～ 163 cmを測る。ほとんどのピットから柱痕が確認されており、これらのピット

は、長方形を基調とした掘立柱建物跡を構成する柱穴と考えられる。なお、建物跡としての柱

配列を明確にし得なかったのは、ビット周辺の配石遺構等の保存のため、ピット確認面 (Ⅲ d層

上面)ま で掘 り下げていない部分や歴史時代の住居構築による破壊部分があることによる。以

下、その位置、形態、規模等から、これらのピットを4グ ループに大別し、略述する。

ピット401、 402(Aグ ループ)は、いずれも大規模で、掘り方壁に接するように柱痕が確

認されている。両ピットの南西側をⅣ層まで下げて調査 したが、関連するピットは確認できな

かった。このため、 202号環状配石遺構張 り出し部と 214号焼土遺構付近 (下)に推測 される

2個の柱穴を加えた 4本柱の建物跡 になるものと考えられる。なお、ビット401は 201号建物

跡と重複関係にあり、同ピットが古い。
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第23図 建物跡出土石器(iX土製品・石製品実測図(1)

ピット403、 404(Bグループ)は、平面形が楕円形を呈し、底面が 2段構造となる共通性

をもつ。いずれも、北西～西佃1に深い掘り込み (下段)を もち、その中に柱痕を有する。なお、

確認面から上段面までは、それぞれ62m、 52cmを 測る。両ピット南西側からは同様のピットは

確認されておらず、両ピットは北幕狽1及び北西側あるいは南東イ員1に建物跡を構成する柱穴と考

えられる。

ピット405(Cグループ)は、底面が2段構造となり、平面形、規模ともBグループに類似

するが、深さが上段で 101 cm、 下段で 163 cmと 大きく異なる。また、Bグループとは 9m近 く

離れているため、同グループとは別の建物跡の柱穴あるいは異種の遺構と考えられる。

ピット406、 407(Dグループ)は、前述の 3グループから7m程南東方向に離れている。

他グループのピットより若干小規模で、64× 58cm、 85× 73cm、 深さ 113 cm、  117 cmを測る。両

ピットから柱痕が確認されたが、その径は19cm、 28cmで、掘り方同様他グループより少し小さ

い。本グループは、両ピットの北東側に延びる建物跡の柱穴と考えられる。

遺物は、ピット401か ら73点、 402よ り22点、 403よ り13点の土器片、 404よ り9点の上器

郡
膨

】
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片、 1点の鐸形土製品、 2点の石製品、 405よ り17点 の土器片 と 1点 の掻器、 406よ り3点の

土器片、 407よ り51点の土器片、 1点の掻器、磨石が出土した。

これらの出土遺物より、 7個の柱穴状 ピットの構築時期は、いずれも縄文時代後期前葉と考

えられる。

(2)南東部の建物跡と柱穴状ピット群 (第 25～ 41図 )

発掘区南東部からは 317個の柱穴林ピットが検出された。これらのピットはⅢd層上面におい

て確認されている。径24～ 132cmの円形あるいは楕円形を呈し、深さは9.1～ 163 cmを測る。柱

痕の確認されたピットも多く、その規則的な配列から、これらのピットのほとんどは4～ 8本

柱の掘立柱建物跡の柱穴と考えられる。発掘区域内だけでも30棟以上の建物跡の存在が予想さ

れるが、ここでは柱配列を明確にし得た17棟の建物跡について略述する。

1黒掲色土(1畔 R%) 5畢色±OWR"
21音掲色上al1/R%) 0黒掲色土allYR"
3黒掲色土10YR%) 7黒褐色±0畔R効
4黒褐色土にαR%) 8黒褐色inwR%)

C′

1黒色土ほ畔R17/0  5黒色土(10YR1 71)
2黒色土は暗R17D    堅くしまる

`l色

粘土を合む   6黒色土にけR"
3黒色土ほαR1 70  7黒掲色土に畔R%)
4浅黄僣色±0"R%) 8黒色±OOYR 4

4◎9
911:179 900m Q′

1黒色土に畔R17D  7黒 褐色土は∝R刀
2黒掲色土(10YR%)  8黒 llJ色土(10YR%)
3黒色土(1鋸 R171) 9黒 褐色±00YR"
4黒色土(10YR船    1暗褐色上0畔R%)
5黒色土はαRl‐ 771) 11黒色土(1畔 R17/1)
6黒掲色上0畔R"

m

D

1黒色土はOYR"  5黒色土(lGR1 71)
2黒褐色土に畔R" 0黒色土ははR知
3黒褐色土aOYR%) 7黒渦色inlYR%)
4黒色土(lⅨR"  8明黄褐色±OOYR%)

9黒褐色土ほ畔R"

1黒色■(10Y R"
l黒褥色±O WR%) 0黒掲色±O WR"            2黒 掲色土(10YR%)
S121k3貼床    7明黄褐色土(1∝R%)            3黒 色土は畔R幻
2黒禍色土(1畔 R%) 8黒楊色土はOYR%)            4黒 fti色土llttR始

3黒色土(7 WR"  9難島色土ほ畔R%)           5に ぶい郎 色±OαR%)
4黒撼色土に畔R%,  1暉色土●WR始             6黒 色土QttR4
5黄褥色土ほにRχ) 11黒色土″γR1 7"

第24図 建物跡実測図(2)
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ビ
ッ
臨
グリット

長径X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

ビ
′

、
グリット

長径X短径X深さ

(cm)
重 複 関 係

l ZU-92 132 xl14Xl16 0 47 ZV-91 55X48Xl14.2 P146→ P147→Ph15

2 ZU-92 88X88X1263 Pit5→ Pit2 48 ZV-9192 79X71x1212 P166→ P148

3 ZU-9192 110× 103X1030 P1206→ Pi3 49 ZV-91 68X66xl16 8 P168→ P149

4 ZU-91 128X106Xl15 5 P123→P122→ Pit4 9 ZU ZV-92 63x56× 1160 P152→ P151

5 ZU-92 88X80X1030 Pれ卜P12P15→ SX(S)216 52 ZU・ZV-92 02X77Xl18 3 P152→ P151

8 ZU.ZV-9( 76X62X680 P1209→ Ph8:P1210→ P18 53 ZU-92 56X54Xl10 8 Pit54→ Pit53

9 ZU-90 64X64X1008 54 ZU-92 60X60X410 P154→ P153

ZV-90 78× 67X829 55 ZU-91.92 72x66X542 P165→Pi55

ll ZU-91 66X60X1080 ZU-9192 45x43X413

ZV-92 56X50Xl18 0 ZV-9 64X58Xl18 5 P158→ P157

ZV-92 46X46X632 ZV― 36X30X451 Pit 58→Pit 57

ZV-92 101X97Xll1 6 P1227→ P1141P1228→ Pi14 ZW― 52X45X1205

ZV-91 101X96x960 P146→ P147→ Pl15 ZV-9 88X80X972 P1223→ P160→P161

ZV-91 59X55X1096 P1225→ Ph16 ZV-9 65X55X965 P1223‐ PA60→ P161

ZV-91 44X43X834 Pl18→ Pl17 ZW-9 54X51X1317 Pit63→ Pit62

ZV-91 60X36X604 Pl18→ Pl17 ZW-9 100X84X399 P163→P162

ZU.ZV-91 63X54X987 ZV-9 52x48X414

ZU-92 74×72X1009 S KIT1 235→ P120 ZU-92 47X14x548 Pit 65→Pit 55

21 ZU-92 46X44X1079 ZV Z -ヽ92 66X64X346 P166→PL48

ZU-91 60X輛 JXl15 1 123→ Ph22→ P14;P1207→ Pit22 ZV-92 40x40X527

ZU-91 71xほ 9xl18 9 123→ P122→ Pi4:P1207 ZV-9192 64X50x413 P168→ P149

ZV-88.89 (104)X侶 JX123 8 124→ SX(S)218 ZU-92 42X38x715

ZV-89 76X63X948 ZW-91 32X28X668 P170→P1239

ZU ZV-89 69x6,x831 ZW-91 44X42x417

27 ZV-90 44Xに Dx88 6 Pi31→ P127→ P128;P130→ P127 ZV-92 84x60× 314 Ph73→ Pi72

ZV-90 38X38X660 P131→P129→ P128:P131→ P129→Pit, 73 ZV-92 60X57X1224 Pれ 73→ P172

ZV-90 47Xは 3X806 Pれ 31→ P129→ P128 ZW ZX-91 50X49x540 P174→ P175

ZV-90 48X‖ηX67 7 P130→P127 75 ZW.ZX-91 84X80X404 P174→ P175→P191

31 ZV-90 61X50x862 Ph31→ P127→P128:P131→ P129→ P12 ZV-90 64× 62X523 P184→ P176

ZV-88・ 89 (102)X96x1282 77 ZW-92 42X42X713

ZW-89 90X77X1200 ZW-92 51X50X698

35 ZV-91 81X74x1235 ZU-90 60X54X908

ZV-89 63X54X1044 ZW-92 50X49X683

37 ZV-89 50X40X718 ZW-92 68X56X379 Pl 109→ Ph81

38 ZV-89 44X44X747 ZV-89 52x34X604 Pit249 Pit250

39 ZW-89 116X108X1687 ZV-89 48X46X408 P183→ SK 258

40 ZV・ ZW-89 52x50x637 84 ZV-90 58X輛 JX90 2 P184→P176

41 ZV-89 38X34X558 P141→ P12曇 ZV-9091 60X54X373 P186→P185

ZV-8990 43Xは 2x488 P142→P143 ZV-9091 倫OX58X98 5 P192→P190→P189→ P186→ P185

ZV-89 45X39x513 P142→ P143:P144→ P143 87 ZV-90 40X38X516

ZV-89 42Xは JX50 6 P144→ P143 ZV-90 42Xは 2X121

ZV-91 82x82X1391 P145→ P1301 89 ZV-91 42x41X507 P190→ P189→P186

ZV-91 65x崎囀x910 P146→P147‐Pi15 90 ZV-91 は2Xに OX72 4 P192→P190→Ph89→ P186

第 2表  柱 穴 状 ピ ッ ト ー 覧 表

(※ 新旧関係は、旧→新で表わす。記号のないものは新旧不明)
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ビット

No
グリッド

受径X短径X深き

(m)
重 複 関 係

ビット

血
グリッド
長径X短径X深さ

(司
重 複 関 係

ZW-91 66X58X1321 Pit75‐ Pit91→ SX{F1221→ SXI)222 141 ZV-90 4X36X17.9

ZV-91 mXtoX82 3 Pit92‐ Pit90‐ Pit86 ZV・ZW-9 38X36X754

ZU-92 60X58X433 Pit104→ Pi』 3 ZV ZW-9 000Xt00X151 1 Pit143→ Pi■ 26

94 ZW-92 39X36X473 Pit193→ PitQ4 ZW-90 44X40X420

ZV-89,90 44X43X383 ZW-90 28X26X229

ZW-89 40X38X168 ZW-90 38X36X156

ZW-92 43X42X598 ZW-90 39XooX42 9 Pi147‐ Pi■48

ZV-91 42X傷 oX7 7 Pit223→ Pit98→ Pit61 148 ZW-90 2X42X820 Pit14i→ Pit148:Pl149→ Pl148

ZV-91 60X57X390 ZW-90 42XttX18 3 Pl■49→ Pl■48

ZV-92・ 93 60X60Xl18 8 ZW-90 メ悧X1311以上 Pit152

ZV-90 60X57X1059 ZV-90 50X61Xl15 8 Pit153→ Pit152 1 Pl151

ZV-90 52X50X441 Pit140→ Pit102;Pit157→ Pit102 ZV-90 38X38X587 Pit153‐ Pit152

ZW-92 縫X34X501 ZV-90 48X48X734 P188

104 ZU-92 60XI帥 X106.2 Pit104→ Pit93 ZV-91 32X30X226

ZV-90 70X68X250 ZV-90 31X31X282

ZV-90 58X56X907 Pit12] ZV-90 38XooX88 0 Pit157→ Pit102:Pit140

ZW・ ZX-92 52X46X711 ZW-92 48X44x792

ZW-92 34X32X367 ZV-90 62X6oX54 0 Pit126

ZW-92 ooX30X′ 8 Pit109→ Pit81 ZW-92 00X34x380 Pi■61

ZV-89 32X311X565 ZW-92 IDX37X38 1 Pit160

ZW-91 44x43X391 ZX-92 40X38X716

ZV-89 42X40X394 Pi■12→ S K258:Pit245 ZX-92 42X40X912

13 ZV-89 51X46X792 Pitl13→ SK258,Pit245 ZX-91 50×5oX27 3 Pit166‐ Pi■ 67

15 ZW-90 34X32X612 ZX-91 76X60X259 Pit166→ Pll“→SXin220

16 ZW-90.91 80X76X1281 ZX-91 30X28X′ 4

ZW-90・ 9: 66X65X519 ZX-92 38X36X271 SK2′

ZW-89 etlX34X69 1 Pit39 ZW-89 30X28X521 Pit170→ SK239

120 ZW-89 34X33X632 ZZ-91 32X29X421

ZV-90 30X31X627 Pit105;Pit106 ZZ,91 40X36X284

ZV.ZW-81 51X45X52.8 ZY ZZ-91 56X52X385 Pit296→ Pit173

ZV-89 36X34X541 ZZ-91 30X26X404

lZ ZW-91 52X48X339

ZV-91,92 60X56X1085 ZZ-91・ 92 40X40X485

ZV ZW― 〕 ooXoX121.9 Pit143→ Pit126:Pit159 ZY-9192 38X36X462

ZW-90 椰OX80Xl船 l Pi300‐ Pit127:Pit305 ZY-91・ 92 41X37X68.4

ZV-91 52X50Xl肛 .7 ZY-91・ 92 40X40X724 Pit1811,Pit316

ZV-91 62X49X534 ZY-91 38X37X578 Pit179

ZV-92 4iX46X35 2 ZY-91 4X38X316

ZV-92 34X34X329 ZY-91 39X36X530 Pi■82→ Pi■83

ZV-92 38X34X415 ZY-91 46X38X380 Pit182→ Pl■83

1■ ZV-89 44x40X715 184 ZZ-92 32X24X405

ZV-89 29X28X505 ZY ZZ-92 32X32X409

ZV―

"
38X34X484 ZZ-92 41XOllX42 3 Pit254‐ Pit186→ Pit253

ZW-89 28X′ X45.8 18i ZY.ZZ-92 311X30X4119 Pi■88→ Pit187

ZW-91 52X48X1362 188 ZZ-92 ooX34x45.2 Pit188→ P1187

1411 ZV-90 48XmX92 4 Pit1411‐ Pit102:Pi■ 57 ZY-92 68X64Xl17 9
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ビット
鳳
グリッド
長径X短径X深 さ

(m)
重 複 関 係

ビット

L グリッド
長径X短径X深き

(al)
重 複 関 係

190 ZW-90 34X30X372 ZZ-92 凹X39X339 Pit257→ Pit256

ZX-91 鮨IX∞X42.2 ZX-90 42X“ X583

ZX-92 54x54Xは 014 259 ZX-90 54X53X546

ZW-92 縫X12X535 Pit193‐ PI% ZX-90 58X54X46

2110 ZU-92 57X5JX92 1 SK(122→ P12110 ZX-90 54X54X472

ZU-92 58X56X109.7 SK0235→ Pit202→ Pit201 ω2 ZX-90 38X36X167

202 ZU-92 56X6囀 X961 SKIT1235→ P■ 202‐ P1201 263 ZY-91 54X54X621

ZU-92 48X46 S KIT)235‐ Pi203:SK{F1242→ Pit203 264 ZW-91 elX27X36 4

2114 ZU-92 49X46 SK(0242‐ Pit204 ZW-92 口,X30X390

m5 ZU-92 32X30X55 8 ZX-92 51X4iX16 6

ZU-91・ 92 60X58X895 Pit206‐ Pit 3 ZX-92 26XZX41 3

207 ZU-91 6"X61X1029 Pit207→ Pit22;Pit23 ZX-92 34X33X560

209 ZU-90 61X48X783 Pit209‐ Pit 8 :Pit210 269 ZX-91 35X∞ X393

ZU・ ZV-9C ら
'X6'X742

Pit211‐ Pit 8 :Pit209 η0 ZX-91 48X40X539

ZV-91 32X30X351 2il ZX-91 50X46X544

ZW-91 51X46X426 ZX-91 34X30X441 STm2

223 ZV-91 60× 60X507 Pit22)→ Pit60:Pit223→ Pit98‐ Pit61

"3
ZY-91 50X48X553

225 ZV-91 48X軽 ,X588 Pit225→ Pit16 274 ZY-91 34X34X197 Pit″ 5→ Pit2■

22i ZV-92 00X00Xl14 7 Pit227→ Pit14 1 Pit228,Pit229 ZY-91 36X00X416 Pit275→ Pitν 4

ZV-92 711X62X1070 Pit228→ Pit14;Pit2",Pit229 2i6 ZX・ZY-91 44X40X48

ZV-92 52X僣 OX19 5 Pit14,Pit229

"7
ZY-92 36XO'X340

ZV-92 36X86X26 ZY-92 32X32X457 Pit277,Pit279

郎 ] ZZ-91 32XeaX16 0 Pit231→ P1232 ν9 ZY-92 34X3鉤 X192 Pit278

ZZ-91 42X“ OX72 4 Pit231→ Pit232→ P■234 280 ZY-92 33X33X288

234 ZZ-91 30X28X379 Pit232→ Pit234 281 ZY-91 35X34X375

ZZ-91 鉢X10X291 Pit235→ Pit236 ZY-91 43X42X400

器6 ZZ-91 57X53X661 Pit23;→ Pit236 ZY-92 40X38X560 SK{1251→ Pit283

器7 ZZ-91 32X30X312 284 ZY-92 61X54 SK252

ZW-92 35X32X298 ZY-92 38X34X4i6

ZW-91 54X42X388 Pitη→Pit器 9 ZY-92 aX20X49.9

知 ZZ YA-91 38X38X663 Pit241→ Pit240 ZY-92 26XO」 X318

24 ZZ YA-91 はじX00X264 P1241→ Pit2411 ZY-92 40X38X293

243 ZV-90
"X26X152

ZY-91 32X30X171

244 ZV-89 84X57X37.7 P141→ Pit244 ZY-91 39X38X231

震5 ZV-89 58XttX51 5 SK258,Pitl12,Pitl18 ZY-91 38X36X418 Pit器 3‐ Pit292→ Pit291

ZV-89 44X37X347 S K258 ZY-91 28X10X454 Pit293→ Pit292→ Pit"1

247 ZV-89 34X31X342 SK258,Pitl13 ZY-91 00X80X358 P1293→ Pit292→ Pit291

248 ZV-89 43X38X367 Pit24「 SK258 ZY-91 25X24X36] Pit295→ Pit294

ZV-89 32X31X617 Pit82,Pit250 ZY-91 00X32X483 P1295→ P1294

ZV-89 螂,X62X41.8 P182,Pit249,Pit251 296 ZZ-91 PI器6→ Pit173

ZV-89 62X58X90.6 Pit250 2" ZY-91 30X28X298

ZV-89 盤X41X433
"8
ZZ-91 53X44X411 S K244‐ Pit298

253 ZZ-92

“

X44X561 Pit253→ Pl186‐ Pit254 299 ZZ-91 46X44X527 SK244

ZZ-92 37X36X32.3 P・ t186→ Pit254 ZY-91 ЮX28X10.7

ZW-90 34X30X91 ZV-91 48X46X415 Pit45→ Pit301

為6 ZZ-92 42X41Xη 9 Pit257→ Pれ 256 ZV-90 50X4X142
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ビット

No
グリッド

長径X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

ビット

No
グリッド
長径X短径X深さ

(m)
重 複 関 係

3∞ ZW-91 48X46X1271 ZZ・ YA-91 32X29X980 Pit333→ Pit332

ZW-91 30X26X476 YA-92 45X2X899 Pit335→ P1334

ZW-90 ば,X60 Pit127;Pit306 YA-92 ∞X00X394 Pit335‐ Pit334

306 ZW-90 00XttX163 2 P130卜Pitlη :Pi305 336 YA-92 38X36X970 SK231‐ Pit“ 6

ZW-89

“

X60X353 SK236→ Pit3117 337 YA・ YB―〕 58X56X479

ZW-90 31X26X185 YB-93 22X19X235

ZV-92 42X36X323

“

9 YB-93 31X31X215

ZV-92 2X34X380 YB-93 32X30X199

ZV-92 34X32X362 YB-93 43X40X17.2

ZV-92 32X28X378 342 YB-93 41X39XЮ 0

313 ZV-92 32X28X346 343 YB-93 24X24X210

ZX-92 29X28X488 SK29 躍 YB-93 20X19X217

ZX ZY-91 26X24X367 SK249 345 YB-93 31X28X448

ZY-91・ 92 ∞X80X177 YB-93 311X26X217

ZZ-91 44X4X567 YB-93 32X24X332

ZZ-9192 55XmX46 2 Pit318→ Pit319 YB・YC-91 27X25X137

ZZ-91・ 92 74X70× 780 Pit318‐ Pit319 349 YC-93 21X26X158 Pit350

ZZ-91 42X39X1000 YC-93 |IX23X29 9 Pit349

ZZ-91 31X27X380 YC-93・ 94 23X22X277

ZZ-91 34X30X281 401 YL YK-92 11)7Ⅸ 050以上 Pit401→ S3211

32 ZZ・ YA-91 38X∽ X398 Pit324→ SXILl)207 YK-92 99X94X153.の

ZY ZZ-92 30X29X42 YK-93 118X83X148.0

ZZ-92 34X32× 432 YK-93 112X93X1350

ZZ-92 40X38X1421 SK227A→ P1327 405 YL-94 107X60X163.0 Pit405→ S1202

ZZ-92 26X22X423 Pit328→ S K2273 YI-93 64X58Xl13 0 Pit406‐ SXIs}204

ZZ-92 46X43X43.8 S K228→Pit329 YI-92・ 93 85X73Xl1110

ZZ-92 28X26X349 YL-90 16X16X438

ZZ-92 33X29X369 4119 YM-91 28X24X266

YA-92 )8X70X1070以上 Pit333→ Pit332 YM-91 62X59X438

第 203号建物跡 (第 26、 30、 31、 35、 36、 41図、PL6、 7、 24、 25)

柱穴状ピット群域南東端のZV～ ZU-91～ 92グ リッドに位置する。 204、  205、 206号建

物跡、 216、 217号 立石遺構、 225号焼土遺構と重複 し、本遺構は 204、 203号建物跡より新

しく、 216、 217号 立石遺構より古い。ピット2、 3、 4、 15、 45、 14を柱穴とする6本柱の

建物跡で、長辺 4.4m、 短辺 3.9m、 張り出し部軸長 5.3mを演1り 、N-67° 一Eの長軸方位を

もつ。柱穴は大規模で、掘り方径82～ 128 ctrn、 深さ96～ 139 cmを測る。また、ピット3、 4、

15、 45か ら径36～48cmの柱痕が確認されている。本遺構ピットからは 167点の上器片と5点の

円盤状土製品の出土があった。これらの遺物及び新旧関係から本遺構の構築時期は縄文時代後

期前葉と考えられる。

第 204号建物跡 (第 26、 30、 35、 40、 41図、PL6、 7、 23、 24、 25)

ピット群域南東端のZV～ ZU-91～ 92グ リッドに位置する。 203、  205、 206号建物跡、
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216、 217号立石遺構、 225号焼土遺構 と重複 し、本遺構は 205号建物跡より新しく、 203号

建物跡、 216、 217号 立石遺構より古い。ピット5、 206、 22、 47、 49、 228を柱穴とする 6

本柱の建物跡で、長辺 4.3m、 短辺 3.4m、 張 り出し部軸長 5.lmを演1り 、N-67° 一Eの長軸

方位をもつ。柱穴掘 り方径は55～ 88cm、 深さ90～ 117 cmを測 り、ビット49の柱痕径は28cmで あ

る。なお、ビット5、 47、 49の底面からは礎石状 に配置された石が確認された。

本遺構ピットからは、32点の土器片と 1点 の磨製石斧、 2点の円盤状土製品の出土があった。

これらの遺物及び新旧関係から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 205号建物跡 (第 26、 30、 31、 35、 36、 41図、PL6、 7、 25)

ピット群域南東端のZV～ ZU-91～ 92グ リッドに位置する。 203、  204、 206、  207号建

物跡、 225号焼土遺構と重複 し、本遺構は 203、 204号建物跡より古い。ピット53、 23、 16、

57、 51と ピット3に より消失 したと考えられる 1個 のビツトを柱穴とする6本柱の建物跡で、

長辺 32m、 短辺 3.Om、 張 り出し部軸長 4.4mを 浪1り 、N-75° 一Eの長軸方位をもつ。柱穴

掘 り方径は56～ 71cm、 深さは 103～ 119 cm、 ピット53、 57で確認された柱痕径はそれぞれ25cm、

31cmを測 る。本遺構ピットからは 8点の土器片の出土があった。これらの遺物及び新旧関係か

ら、本遺構の時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 206号建物跡 (第 26、 31、 32、 34、 36、 40図、PL6、 7、 10、 21)

ピット群域南東部のZV-91～ 92グ リッドに位置する。 203、  204、 205号建物跡、 219号

配石遺構と重複する。ピット12、 35、 48、 73を柱穴とする4本柱の建物跡で、長辺 2.8m、 短

辺 2.6mを沢lり 、N-27° 一Wの長軸方位をもつ。柱穴掘 り方径は56～ 81cm、 深さは118～ 124cm、

ピット73の柱痕径は25cmで ある。本遺構ピットからは、 1点の小型鉢形土器の他 9点の土器片

と1点の石鏃の出土があった。34図 1は ピット35出土の小型鉢形土器で、日径 9.4 cm、 底径7.6

cm、 器高 5.3 cmを 計る。無文の土器である。これらの遺物から、本遺構の構築時期は縄文時代

後期と考えられる。

第 207号建物跡 (第 27、 30、 32、 37図、PL6、 7)

ピット群域南東端のZV～ ZU-90～ 91グ リッドに位置する。 204、  205、 208、 209号建

物跡、 217号立石遺構 と重複 し、本遺構は 208号建物跡より新しく、 204号建物跡、 217号 立

石遺構より古い。ピット207、 9、 84、 86、 46と 南東側の調査区域外に存在が考えられる 1個

のピットを柱穴とする6本柱の建物跡で、長辺 3.7m、 短辺 3.3m、 張 り出し部軸長 3.5mを

浪Iり 、N-27°一Wの長軸方位をもつ。柱穴掘り方径は58～ 67cm、 深さは90～ 103 cmを源1る 。本

遺構ピットからは、 8点の土器片の出土があった。これらの遺物及び新 1日関係から本遺構の時

期は縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 208号建物跡 (第 27、 30、 32、 35、 37、 41図 、PL6、 7、 24)

ピット群域南東端のZV～ ZU-90～ 91グ リッドに位置する。 207、  209、 210、 213号建

物跡 と重複 し、本遺構は207、 213号建物跡より古い。ピット17、 79、 210、 31、 121、 92を柱穴と

する6本柱の建物跡で、長辺 3.4m、 短辺 2.9m、 張 り出し部軸長 3.4mを 測 り、N-56°一E

の長軸方位をもつ。柱穴は径30～ 61cmで 、深さは63～ 91cmを浪lる 。本遺構ピットからは、 9点

の土器片と 1点の円盤状土製品の出土があった。これらの遺物及び新 1日関係より、本遺構の構

築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 209号建物跡 (第 27、 30～ 33、 35～ 38、 41図 、PL6、 7)

ピット群域南東端のZV-90～ 91グ リッドに位置する。 207、 208、  210、 211号建物跡、

220号環状配石遺構 と重複 し、本遺構は 220号配石遺構より古い。ピット128、 19、 10、 lo6、

152、 60を柱穴とする6本柱の建物跡で、長辺 3.3m、 短辺 2.7m、 張 り出し部軸長 3.9mを

沢1り 、N-62° 一Eの長軸方位をもつ。柱穴径は52～ 88cmで 、深 さは83～ 116 cmを浪1る 。本遺構

ピットからは、2o点の土器片の出土があった。これらの遺物から本遺構の構築時期は縄文時代

後期前葉と考えられる。

第 210号建物跡 (第 27、 33、 38図、PL6、 7)

ピット群域南部のZW～ ZV-90グ リッドに位置する。 208、 209、 211、 213号建物跡、

220号環状配石遺構 と重複 し、本遺構は 220号配石遺構より古い。ピット154、  157、 148、

142を柱穴とする4本柱の建物跡で、長辺 2.4m、 短辺 2.Omを 測 り、N-37°一Wの長軸方位

をもつ。柱穴掘 り方径は38～ 48cmで、深 さは73～88cmを測 り、ピット142で確認された柱痕径

は27cmで ある。本遺構ピットからは、13点の土器片の出土があった。これらの遺物及び新旧関

係から本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 211号建物跡 (第 28、 32、 33、 37、 38、 41図 、PL6、 7、 24)  ‐

ピット群域南部のZW～ ZV-90グ リッドに位置する。 209、  210、 212号建物跡、 220号

環状配石遺構、 222号焼土遺構 と重複 し、本遺構は 212号建物跡より新しく、 220号配石遺構

より古い。 ピット 151、 126、 127、 116を 柱穴 とす る 4本柱 の建物跡で、長辺 3.4m、

短辺 3.3mを浪1り 、N-45° 一Wの長軸方位をもつ。環状配石遺構保存のため、完掘していない

が柱穴掘 り方は径67～ 96cm、 深さ 122～ 140 cmと 考えられる。また、ピット126、  127、  116

で柱痕が確認され、その径は34～42mと 推察される。本遺構ピットからは、18点の土器片と 1点

の円盤状土製品の出土があった。これらの遺物及び新旧関係より、本遺構の構築時期は縄文時

代後期前葉と考えられる。
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第 212号建物跡 (第 28、 31、 36、 38、 40図、PL6、 7、 21)

ピット群域南部のZW-89～ 90グ リッドに位置する。 211号建物跡、 220号環状配石遺構と

重複 し、本遺構はいずれよりも古い。ピット143、 39、 33、 306を柱穴とする4本柱の建物跡

で、長辺 3.Om、 短辺 2.9mを測 り、N-50° 一Eの長軸方位をもつ。柱穴は径90～ 116 cm、 深

さ 120～ 164 cmを漫1る 。本遺構 ピットからは、17点の上器片と 1点の石匙の出土があった。こ

れらの遺物及び新 1日関係より、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 213号建物跡 (第 28、 30、 34、 35、 37、 41図、PL6、 7、 24)

ピット群域南端のZV-89～ 90グ リッドに位置する。208、 210号建物跡、258号土墳 と重複 し、

本遺構は208号建物跡より新しく、258号土渡より古い。ピット29、 209、 26、 113、 25、 140を柱穴とす

る6本柱の建物跡で、長辺 3.4m、 短辺 3.2m、 張 り出し部軸長 3.4mを 浪1り 、N-51° 一Eの

長軸方位をもつ。柱穴径は47～76m、 深 さは78～ 95cmを測 る。本遺構 ピットからは小型鉢ある

いは深鉢底部他19点の土器片と 1点の円盤状土製品の出土があった。これらの遺物及び新旧関

係から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 214号建物跡 (第 28、 31、 33、 36、 37、 41図 、PL6、 7、 24)

ピット群域南端のZV-89グ リッドに位置 し、 213号建物跡、 258号土墳と重複する。ピッ

ト43、 41、 250、  110、  123、 40を柱穴とする 6本柱の建物跡で、長辺 3.2m、 短辺 2.8m、

張 り出し部軸長 3.7mを浪1り 、N-41° 一Eの長軸方位をもつ。柱穴径は32～ 62cm、 深さは42～

63cmを瀬1る 。本遺構ピットからは、31点 の上器片と 1点の円盤状土製品の出土があった。これ

らの遺物から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 216号建物跡 (第 26、 31、 32、 36、 37、 38図、PL6、 7)

ピット群域中央から若干南東寄 りのZX～ ZW-91～ 92グ リッドに位置する。ピット77、 78、

70、 107、  158、 80を柱穴とする6本柱かピット71、 81をカロえた 8本柱の建物跡と考えられる。

長辺 3.7m、 短辺 3.3m、 張 り出し部軸長 4.5mを 潰1り 、N-68° 一Eの長軸方位をもつ。柱穴

の径は、いずれも32～68cmで大差ないが、 6本柱 を構成するピットの深さが67～ 79cmに 対 し、

張 り出し部軸線上のビット71、 81は 38～42cmで浅 い。本遺構 ピットからは、14点の土器片の

出土があった。これらの遺物から、本遺構の構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 217号建物跡 (第 26、 31、 32、 36～ 38、 41図、PL6、 7、 24)

ピット群域中央から若干南東寄 りのZW-91グ リッドに位置する。 222号立石遺構、 221号

焼土遺構 と重複 し、本遺構はいずれよりも古い。ピット62、 303、 139、 91を柱穴とする4本

柱の建物跡で、長辺 2.3m、 短辺 2.lmを 測 り、N-41° 一Wの長軸方位をもつ。柱穴掘 り方径

は48～ 66cm、 深 さは 127～ 136 cmを浪lる 。また、 ピット139、 91で柱痕が石宮認され、径はそれ

ぞれ、34cm、 22cmで ある。なお、ピット303の中位から14～ 20cm大の石 3点が確認されている。
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本遺構ピットからは、36点の土器片と1点の円盤状土製品の出土があった。これらの遺物及び

新旧関係から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 218号建物跡 (第 28、 33、 34、 39、 41図、PL6、 13、 24、 28)

ピット群域中央から若干南西寄 りのZX-90グ リッドに位置し、238、 243号 フラスコ状土墳、

237、 256号土墳と重複する。ピット258、 259、  260、 261を柱穴とする4本柱の建物跡で

長辺 2.2m、 短辺 2.2mを測 り、N-83° 一Wの長軸方位をもつ。柱穴径は42～ 58cm、 深さは45

～58cmを 測る。本遺構ピットからの出土遺物は多く、 4個体の復元土器の他73点の土器片と2

点の円盤状土製品の出土があった。34図 5、 6は小形深鉢形土器底部で、底径は、 5が 6.4m、

6が 7.O cmを計る。 5の底面には網代痕を有する。なお両土器内面には茶褐色樹脂が付着して

いた。 8は深鉢形土器底部で、底径は17crrを 計る。 9は平口縁の深鉢形土器で、回径24.4cm、底

径11.Ocm、 器高34.5cmを 測る。日縁部から胴部下半までLR縄文が施文されてぃる。

これらの遺物から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 219号建物跡 (第 29、 33、 39図、PL6、 24)

ピット群域北西部のZZ-91～ 92グ リッドに位置し、 220号建物跡、 225号立石遺構、 207

号埋設土器遺構、 244号土墳と重複する。ピット317、  299、 236、 256、 319と 北西側の発

掘区域外に存在が考えられる1個 の 6本柱、あるいは短辺中央に位置するピット240、 それと

対になる未確認のピット1個 をカロえた 8本柱の建物跡と考えられる。長辺 4.2m、 短辺 3.6m

を測り、N-30° 一Wの長軸方位をもつ。柱穴掘り方径は38～ 74cm、 深さは53～ 78mを測る。ま

たピット256、 319か ら柱痕が確認され、それぞれの径は24cm、 26cmである。

本遺構からは、30点の土器片の出土があった。これらの遺物から、本遺構の構築時期は縄文

時代後期前葉と考えられる。

第 220号建物跡 (第 29、 33、 39図、PL6、 24)

ピット群域北西部のYA～ ZZ-91～ 92グ リッドに位置する。 219号建物跡、 227A号土渡、

205号埋設土器遺構と重複し、本遺構は 227A号土墳より新しい。ピット327、  321、 334、

332を柱穴とする4本柱の建物跡で、長辺 2.9m、 短辺 2.7mを 測り、N-33° 一Wの長軸方位

をもつ。柱穴掘り方径は40～ 70cm、 深さは90～ 142 cmを測る。ビット321を 除くピットから柱

痕が確認され、その径は18～ 25cmである。本遺構柱穴からは、33点の上器片の出土があった。

これらの遺物及び新旧関係から、本遺構の構築時期は縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。
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3層  暗褐色土 (10Y R%)

9層  黒褐色土(10YR%)

A Pに 102旦 H_1800m

π万涎藝鱗)

4層  黒掲色土(75YR%)
P t103

△  旦 H-1801m

W蝙饒肇郡

1層  黒褐色土 (10YR%)
2層  黒褐色土 (75YR′ )
3居  黒褐色上 (10YR/・ )

1層 黒掲色土 (75YR%)
2層  黒色土 (10YRク )

Ψ 懃贄
4層 黒色土(10YR 1 7/1)

Pit 97     5層 褐色土(10YR′ )
▲  旦 H-180.lm

W爬以鮮|
£ Pに
104 nH_1800m

Pit 1 08

△  旦 H_1801m

W~|[

4層

黒掲色土 (10Y R%)
黒色土 (10YR%)
黒褐色土 (10YR%)
黒掲色土 (10YR%)

△ Pに 110旦 H_1801m

丁誦脳

H-180.2“

1層 暗褐色土(10YR%)
2層 黒褐色土(10YR%)
3層 黒褐色土(10YR%)
4層 黒褐色土(10YR%)
5層 黒場色土 (10Y R・・)
0層  黒褐色土 (10YR′ )
7層 黒色土(75YR%)
8層  黒褐色土(10YR%)
0層 明黄掲色土(llYR%)
lo層 明黄褐色±00YR%)

旦L層 層糧量壱:霧易r)
H-180.Om

l層  黒褐色土 (75YR%)
2層 黒褐色土 (10YR%)
3層  黒色土 (10YR%)
4屈  黒褐色土 (75YRン )
5層  黒色土 (75YR%)
6層  黒色土 (75YR17/1)
7層 黒褐色土 (75YR%)

A PL107旦 H_180.lm

層

層

層

Pit1 05

黒褐色土(75YR%)
黒褐色上(10YR%)
黒褐色土(10YR%)

1層  黒掲色土 (10YR%)
2層  黒色土 (10YR%)
3層 黒掲色土(10YR%)
4層 黒褐色土(10YR%)
5層  暗褐色土(10YR%)

Pit106

APに
l11旦 H_1801m

U罐 舅諄憾塚
PHLH「8鮮
岬の

1層 黒掲色土(10YR%)
2層  黒色土(75YR%)
3層 黒色土 (10Y R%)
4層 黒褐色土(10YR%)

Pに 116 旦 H_1802m

1層

2層
3層

4層
5層

7層

暗褐色土 (10YR%)
黒掲色土 (10Y R%)

黒褐色土 (10YR・・ )

黒褐色上 (10YR%)
黒色土 (10YR%)
黒褐色土 (10YR%)
黒褐色土 (10Y R%)

暗掲色土 (10YR 34)

第32図 建物跡柱穴状ビット断面図(4)
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Δ Pに 1,7二 H_180.lm APに 119旦 H_1801m
APit123旦 H_1801m

1層  黒褐色土 (10YR%)
2層  黒色土 (10YRク 〉
3層  黒色土 (10YR%)
4層  黒掲色土 (75YR%)

BH-180.Om

1層 黒褐色土 (10YR%)
2層  黒色土 (75YR%)
3層  黒色土 (10YR%)
4層  黒色土 (10YR1 7/1)
5層  黒掲色土 (10YR%〉
0層  黒色土 (10YR1 7/1)
7層  黒色土 (10YR%) Pit1 2フ B

1層 黒掲色土(10YR%〉
2層  黒掲色土(10YR%)
3層 掲色土(10YR%)
4層 黒色± 0け Rグ )

H― 180,3mA Pit125

A Pit 128

極暗褐色土(75YR%)
明黄褐色土(10YR%)
黒褐色土(76YR%)
黒褐色土(10YR%)
黒色土(10Y R%)
黒褐色土(10YR%)
黒色土(10YR%)
黒褐色土(10YR%)

旦 H-1800m

1層 黒掲色土(10Y R%)
2層  黒色土(10YR%)
3層  黒色土(10Y R%)
4層 黒褐色土(10YR%)
5層  黒色土(1け R%)
6層 黒掲色土(10YR%)
7層  黒掲色土(10YR%)
8層  黒色土(10YR%)
9層 黒掲色土(10YR%)
10層 黒褐色土(10YR′ )
1]層 黒褐色上(10YR″ )

1層 暗掲色土(10YR%)
2層  黒色土(10YR%)
3層  黒掲色土 (10Y R%)
4層  黒褐色土(10YR%)
5層  黒褐色土(10YR%)
0層 暗褐色土(10YR%)
7層  暗褐色土(10YR%)
8層  黒色土(75YR%)
9層  黒褐色上(10Y R%)

△ Pに 126 ュH_180.lm

2層

3層

4層
5層

6層

8層

2層

4層
5層

黒掲色土 (10YR%)
掲色土 (10YR 44)

黒掲色土 (10YR%)
黒色土 (10Y Rグ )

黒掲色土 (75YR%)
黒色土 (10YR%)

m烙髯熙|

円口″J“J“ 鼈 魏萱量l猟銑)
▲      旦H_180.lm

Pit 232、 234
▲    旦H_1801m

W漑×
W釉軋

7・鵬
△  旦

H… 100 im

U「 N[:J胤デ

∫
に郎2旦
H_180 im

U

旦
P■ 235、 236 nH_180.lm

A     Pit 329

籠10釧 …槻髯
A    B  Pit149(11層

2層
3層

黒色土 (10YR%)
黒色土 (10YR/2)
黒褐色土 (10YR l・ )

黒色土 (10YR 1 7/1)

苗驀Ю鶉

苦ぬ。̈ゎ
P t294、 295

T瑣緻ね
H― ,80.lrn

l層 黒色土 (10YR夕 )
2層  黒色土(10YR 1 7/1)

Wユ1歩笏鱗
R。4(:S繁量古∫冊絆

Δ P■ 259塁 H_180.lm

V浴胤)

W饒翔‰

U鶉藉
△ Pに ,32  nH_180,lm

Ψ ttm)

W鶉軋

黒掲色土(10YR%)
黒色土 (10YR%)
黒掲色土 (10YR%)
黒色土 (10YR 17/1)

黒色土 (10YR%)
黒色土 (10YR 1 7/1)

1層  黒色土 (10YR%)
2層  黒色土(10YR%)

Ａ
Ｐｉｔ３２‐

３

一

Ｗ

SK228覆 土 1

ユH-180.lm 黒掲色土 (10YR%)
黒褐色土 (10YR 2/・ )

黒色土 (10YR′ )
黄掲色土 (10YR%)
黒色土 (10YR%)

層

層

黒色土 (10YR 1 7/1)

黒饉 (10Y R%)

建物跡柱穴状 ビッ ト断面図(5)
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第 3表 南東部の建物跡一覧表

※張り出し部をもつプランのうち、張り出し部軸長が長辺より長いものは
張り出し部軸方向を長軸方向とした。

主穴費
柱 穴

長辺長(m) 拠 長(m)
張り出した部軸長

(m)
長軸方向 新 旧 関 係

番 号 規模、深さ(m) ir■|

S3203 Ⅱ類 6

Pit 2

Pit 3

Pit 4

Pit 15

Pit 45

Pit 14

88X88X126.3

110X103X1030

128X106Xl15 5

101X96X960

82X82X1391

101X97Xll1 6

36X3(

48X4(

48X41

42X31

43(Pit 4-Pit45)

4.5(Pit 3-Pit14)

36(Pit 4-Pit 3)

41(Pit45-Pl14)

53(Plt15-Pit 2) -67LE S3205→ S3204→ S B203→ SXS)21(

S B203‐ SXIS217

S B206、  SX(1225

S3204 Ⅱ類 6

Pit 5

Pit 206

Pit 22

Pit 47

Pit 49

Pit 228

88X80X1030

60X58X895

60XttXl15 1

55X48Xl14 2

68X66Xl16 8

ば,X160X1070

28X2〔

42(Pit22-Pit49)

4(Pit206-Pit228)

35(Pit49-Pit228)

33(Plt22-Pit206)

51(Pit47-P■ 5) N-67・―E S B205→ SB劉 4→ S32113

S3204→ SX(s)217

SB204→ SXS)216

S3206、 SX(F)225

S3205 ロ 6

Pit 53

(Pit 3)

Pit 23

Pit 16

Pit 57

Pit 51

56X54Xl10 8

110X103X1030

71X椰働XЫ 8.9

59X55X1096

64X58Xl18 5

63X56Xl16 0

6X24

ЮX36

lX3C

3.2(Pit23-Pit57)

32(Pit 3-Pit51)

29(Plt57-P151)

30(P123-Plt 3)

44(Pit16-Pit53) N-75°一E S B 205→ S B204→ S B203

S3206、 S B207、 SX(F1225

S3206 I 4

Pit 12

Pit 35

Pit 48

Pit 73

56X50Xl18 0

81X74X123.5

79X71X1212

60X57X1224

28(P135-P148)

28(Pit12-Pit73)

26(Plt48-Plt73)

26(Pit35-Pit12)

-27LV S B203、 S B204、 S B205

SXlS)219

SB 207 6

Pit 207

Pit 9

P■ 84

Pit 86

Pit 46

16,X61X1029

64X64X1008

58X椰 JX90 2

6ηX58X98 5

65XttX91 0

37(Pit 9-Pit86) 33(Pit86-Pit46) 35(Plt84-Pit207) N―´
°一W S B207→ SB204→ SX`)217

S3208→ S B207

S3205、 S3209

S3208 6

Pit 17

Pit 79

Pit 210

Pit 31

Pit 121

Pit 92

44X43X834

60X54X908

60XO,X742

61X10X862

30X30X627

0XmX82 3

14(Pl1210-Pit121)

34(Pit79-P192)

29(Pit121-Pit92)

29(Pit210-P179)

34(Pit31-Pit17) N-56・―E S3208→ S B213

S3208→ S3207

S B209、 S3210、

S3209 6

Pit 128

Pit 19

Pit 10

Pit 106

Pit 152

Pit 60

52X50Xlll1 7

63X54X987

78X67X829

58X56X907

60X6鋤Xl15.8

88X80X972

33(Pit10-Pit152)

32(Pl19-Plt60)

26(Pit152-Pl160)

28(Pl10-Pit19)

39(Pit106-Pit128) N-62｀ E S B 209→ SX(s1220

S B207、 S3208、 S3210、 S B211

S B 210 4

Pit 154

Pit 157

Pit 148

Pit 142

48X48X734

38X00X88.0

42X42X820

38X36X754

14(Pit154-Plt142)

13(Pit 157-Pl148)

2.0(Pl148-Pit142)

20(Pl157-Pit154)

N-37・―W S3210‐ SX{s)220

S3208、 S B209、 S B211、 S3213
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十゙士
柱 穴

長辺長(m) 短辺長(■ )
張り出した部軸長

(m)

長軸方向 新 1日  関 係
番 号 規模、深さ(cl)

S B 211 4

Pit 151

Pit 126

Pit 12i

Pit l16

ηXttX131 以 _

omx“ 2x1219

00XttX140 1

811X76X1281

・2X41

14X32

4(Plt151-Pll16)

,4(Pit126-Pl127)

3.4(Pit127-Pitl16)

32(Pit126-Pit151)

-ヽ45tW S3212→ SBal→ sxls)220

S3209、 S B210、 ‐SX(SE22

S B 212 I 4

Pit 143

Pit 39

Pit 33

Pit 306

10,X住00X

116X108X1637

90X77X120.0

0,XttX163 2

30(Pit33-Pit306)

3.0(Pit39-Pit143)

29(Pit39-Pit33)

〕.9(Pl143-Pit306)

-ヽ50°一E SB212→ SB211→ SX(s1220

S B 213 6

Pit 29

Pit 209

Pit 26

Pit■ 3

Pit 25

Pit i41

47X‖IX80.6

6ox48x78 3

69X6釣 X831

51X46X792

76X63X94.8

48X00X924

33(Pit26-Pit25)

3.4(Pit209-Pit1401

31(P125-Pit140)

33(Pit26-P1209)

34(Pi■ 13-Pit29) N-51・―E S Bη8→ S B21‐ SK剛

S B210

SB 214 Ⅱ類 6

Pit 43

Pit 41

Pit 250

Pit■0

Pit 123

Pit 40

45X39X513

38X34X558

1,X62X418

32X30X56.5

36X34X541

52X50X63.7

3.2(P141-Pit411)

31(Pit250-Pit123)

27(Pit123-Pit401

28(Pit250-Pit41)

37(Pitl10-Pit43) N-41・―E SB213、 S K258

S3216

ll奪

:たに

V奔

6、 8

Pit 77

Pit 78

Pit 70

Pit 107

Pit 158

Pit 80

Pit 81

Pit 71

42X42X71

51X50X69

32X28X66

52X46X71

48X44X79

50× 49X68

68X56X37

44X42X41

21X21

24X22

38(Pit107-Pit80)

35(P170-P177)

32(Pit70-Pit107)

3.3(Pit77-P180)

45(P171-P181) -ヽ68LE

S B 217 I 4

Pit 62

Pit 303

Pit 139

Pit 91

54X51X131

48X46X127

52X48X136

66X58X132

34X31

22X21

23(Pit62-Plt91)

2.3(Plt303-Plt139)

20(Pl139-Pit91)

21(Plt303-Pit62)

N-41・―W S B217→ SX(1221‐ SX修 )222

S B 218 I 4

Pit 258

Pit 259

Pit 260

Pit 261

42X411X583

54X53X54.6

58X54x446

54X54X472

23(Pit261-P12601

21(Plt258-Pit259)

)0(Pit259-Pit260)

3ヽ(Pit258-Plt261)

N-83・―W SK(F}238、 SK(F)243

S K237、 SK256

SB 219

ll棗

t燿 :

Ⅳ露

6、 8

Pit 317

Pit 299

Pit 236

Pit 256

Pit 319

Pit 2411

44X44X56.7

46X44X527

57X53X661

42X41X70.9

74X70X780

38X38X66.3

2Xよ

26X2(

2(Pit317-P1256) ,6(Pit299-Pit317) N-30‐Ⅵ S32o、 SX(s)225

SXυ 2御、S K244

SB 20 I 4

Pit 327

Pit 321

Pit 334

Pit 332

40X38X142.1

42X39X100.0

45X42X899

98X70X1070

〕5X'

18Xll

〕5X,

30(Pi327-Pit332)

2.8(Pit321-Pit3341

17(P1321-Pit327)

〕.6(Pit334-Pit332)

N-33｀ V SK227A→ S3220

S B219、 SXlu}205
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5.石囲炉

第 201号石囲炉 (第 42図、PL5)

本遺構は、調査区中央部西寄りのYF-90グ リッドの皿b層下位で確認された。64× 47cm規模

の石囲炉で、36～47m大の石 3個 が「コ」状に残存していた。炉内の東縁部と西縁部のニカ所

で 7× 26cm、 厚さ約 2 cmの焼土が確認された。

遺物の出土はないが、確認面及び周辺の遺物より、本遺構の時期は縄文時代後期前葉と考え

られる。

第 202号石囲炉 (第42図、PL5)

調査区ゴヒ西部のYM-92グ リッドのⅢb層下位において、石の抜き取 り痕と焼土を確認した。

抜き取、り痕より本遺構は、13～ 29cm大の石を106× 84mの楕円形に配置した石囲炉と考えられる。

なお北側半分は二重構造となるものと推測される。炉内中央部西寄りで21× 1 5cm、 厚さ3～ 7

cmの焼土が確認された。本遺構から遺物の出土はなかっ、た。

10cm
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l褐●_■ (10YRt/6) 3黒 褐色土(10YR%)
焼±       4黒 色土(10YR%)
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:黒色土(10YR%)     4黒 掲色=L(75YR%)
石の抜き取り痕     5黒 褐色土(5YR%)
2にぶい赤褐色土(5YR4/4)   焼「 22入
焼±          6黒 色上(75YR2/)
3暗赤掲色■(5YR・/2)   7黒 褐色■(5YR%)
焼土

1黒色土(10YR 2/)

籠土粒を合む

2嗜褐色土 (10YR O/4)

焼土

第42図 石囲炉実測図
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0             5 cm

第43図 石囲炉出土土器実測図

第 203号石囲炉 (第42図、43図 1、 2)

本遺構は、調査区ほぼ中央のYG-93グ リッドのIIb層下位で確認された。91× 90cm規模の石

囲炉で、不整楕円形を呈し、1ヒ西部に14～35cm大 の石 7個が残存してぃた。石材は石英閃緑】分

岩である。炉内中央で43× 36cm、 厚さ約1lcmの焼土が確認された。炉内より7点の土器片が出

土した。 1は深鉢形土器の胴下半部である。 3条の平行沈線により区画された文様帯には弧状

文、曲線文が施文されている。沈線間にはL縄文が充填され、沈線に沿って刺突が施されてい

る。 2は深鉢口縁部で、RL縄文を施文している。
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出土遺物及び確認面より、本遺構の時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 204号石囲炉 (第42図 、43図 3、 PL5)

本遺構は、調査区ほぼ中央のYE、 YF-93グ リッドのⅢb層下位で確認された。96× 76cm規

模の石囲炉で12～ 38cm大 の石 7個 が北西部に「半円」状 に残存してぃた。炉石に沿って「半円」

状 に59× 53cm、 厚さ4～ 1 0cmの焼土が確認された。本遺構より3点の土器片が出土した。

出土遺物及び確認面より、本遺構の時期は縄文時代後期 と考えられる。

(馬洪1正弘 )

6.焼土遺構

第 201号焼土遺構 (第44図 、47図 1、 2)

発掘区北西端のYK-91グ リッドに位置 し、Ⅲb層下位で確認 した。92× 66cmの焼土粒及び多

量の炭化物を含む黒褐色土範囲内南傾1に、77× 44cmの 不整形 を呈する焼土が検出された。厚さ

は約 7 cmを 測るc焼土及び黒褐色土中より5点の土器片を出土 した。構築時期は縄文時代後期前

葉と考えられる。

第 202号焼土遺構 (第44図 )

発掘区北西端のYK-91グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。41× 33cmの焼土粒を含む

黒褐色土範囲内ほぼ中央に、23× 1 5cl■の楕円形を呈する焼土が検出された。厚さは約 2 cmを 浪l

る。遺物は出土しなかった。

第 203号焼土遺構 (第44図 、47図 3～ 6、 48図 1、 P L21)

発掘区北西端のYL-90グ リッドに位置 し、皿b層下面で確認 した。76× 47cmの焼土粒及び炭

化粒をやや多く含む黒褐色土範囲内南側 に、37× 24cmの焼上が検出された。厚さは約 5 cmを測

る。焼土及び黒褐色土中より4点の土器片、黒褐色土中南西側より石鏃 1点が出土した。構築

時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 204号焼土遺構 (第44図 、47図 7～ 12)

発掘区北西端のYK-90グ リッドに位置 し、Ⅲb層下位で確認 した。80× 39cmの焼土粒を含む

黒褐色上の楕円形範囲内に、36× 30cm、 31× 13cmの焼土が 2ヵ 所検出された。厚さは共に3 cm

を測る。焼土及び黒褐色土中より13点の土器片を出土した。47図 8、 11、 12は焼土北西側から

の出土である。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 205号焼土遺構 (第44図、46図 1、 47図 13)

発掘区中央北西寄 りのYG-92グ リッドに位置 し、Ⅲa層 で確認 した。 207号土壌と重複 し、

本遺構が古い。浅い掘 り込みを有し、61× 58cmの 円形 を呈し、深さ10cmを測 る。底面中央から

土器底部が出土しており、その内部には焼土が堆積 していた。46図 1は底面から出土した土器

底部で、底径10.6cmを 計 り、色調はにぶい黄橙色を呈する。その他、堆積土中より3点の上器
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第44図 焼土遺構実測図(1)

SX(F214

1暗 褐色土 (10YR%)
2黒 褐色土 (10YR%)
3褐色土 (loYR%)焼土
4暗褐色土 (loYR%)
5褐色土 (10YR%)
6黒 褐色土 (10YR%)

F H:1800m

1灰褐色土 (5YR%)    5暗 褐色土 (75YR%)
2に ぶい黄褐色土 (10YR%) 6暗 赤褐色土 (5YR%)焼 上
3褐色土 (75YR%)     7明 赤褐色土 (5YR%)焼 土
4暗 褐色土 (75YR%)   8極 暗褐色土 (5YR%)

H′

焼 土 1暗 褐色土 (10YR%) 4褐 色土 (10YR4/4)焼土
2黒 掲色土 (10YR%) 5黒 褐色土 (10YR 3/2)
3黒 褐色土 (10YR ttt)

L′
L H:1799m       ―~

;墾雹圭::羊l子み携ちィ物を含む

1黒色土 (10YR%)
2明黄褐色土 (10YR68)
3褐色土 (75YR%)

土

土

焼

焼

土

土

焼

焼

4褐色土(75YR%)
5黒褐色土(10YR%)

0                     1m

SX(F1204

SX(F)213

SX(F1212

-59-



B

⑦ c
SX(F218

=2‖ "“ぉm

ｇ
一Ａ

一

A
α
一

11■ 間色 L(7 5YR%)
焼 LI立 を多く含t
2■ 1色 L(10YR%)

SX(Fン 20

3り 11‖色上(7,rR%)

I ILt赤出色上げ R" |‖‖色上(5YR%)
2赤栂色L(■ R'0  5‖‖色■(wR"
焼L       l、 3～ 5Vには焼Lが
3■出色1:● 5YR" 含まれる

⑦ Sxウa ttL O sx"" O SX←
″5鍮 ⑦

α
一

α
一

Ｇ
一

Ｇ
一

ｒ
一

ｒ
一

ピ
一

Ｅ
一

二H"。あ ~  三――一べ奪ア~~｀
嚢夏Zπ ttitli構造L隋

1月 1鴻色 L(7 5YR%)
2閥色 L(7 5YR%)焼 L

SXF″4④

1り 1掲色上(7 5YR%)焼■                                 9                1m
2■1掲 色 L(10YR%)焼 上粒を含む

第45図 焼土遺構実測図(2)

片が出土した。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 209a号焼土遺構 (第44図、46図 3、 P L13)

発掘区中央のYD-92グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認した。 209b号焼土遺構と重複し、

本遺構が新しい。掘り込みを有し、78× 65c轟の隅丸方形を呈し、深さ19cmを測る。底面に厚さ

約 4 cmに土を入れ深鉢形土器を斜位に設置している。焼土は71× 35cmの楕円形を呈し、厚さ 9

cmを測る。46図 3は設置していた土器で、胴部には原体Rの連鎖状撚糸文が施文されており、

底径11.6cmを 計る。色調はにぶい黄橙色を呈する。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 209b号焼土遺構 (第44図 )

発掘区中央のYD-92グ リッドに位置し、llb層下位で確認した。 209a号焼土遺構と重複し、

本遺構が古い。焼土範囲は径80cm以上で、厚さ約 7 cmを 測る。遺物は出土しなかった。

第 210号焼土遺構 (第44図、46図 2、 47図21、 P L13)

発掘区中央のYE-93グ リッドに位置し、皿b層下位で確認した。 102× 82cmの焼土粒を含む

黒褐色土範囲内東狽1に、47× 26mの不整形を呈する焼土が検出された。厚さは約14cmを測る。

46図 2は焼土中央より横位につぶれた状態で出土した深鉢形土器である。 4個の項部を有し、
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隆沈文により区画された胴%は さらに斜位の楕円形文により4区画される。区画内には弧状文、

曲線文が隆沈文により施文されている。口径18.8cm、 底径17.2cm、 器高19.8cmを 計り、色調は

橙色を呈する。その他に土器片 1点 を出土 した。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 211号焼土遺構 (第44図、47図 22～ 24、 48図 2)

発掘区中央のYC-92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認 した。55× 43cmの 焼土粒を含む黒

褐色土範囲内北西側に、42× 28cmの 不整形を呈する焼土が検出された。厚さは約 4 cmを 沢1る 。

焼土及び黒褐色土中より4点の土器片の他、石鏃 1点 を出上した。構築時期は縄文時代後期前

葉と考えられる。

第 212号焼土遺構 (第44図、47図 25、 26)

発掘区北西端のYM-91、 92グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。 202号環状配石遺構

と重複 し、本遺構が古い。焼土粒を含む黒褐色土範囲は85× 80cmの 不整方形 を呈する。焼土の

厚さは約 7 cmを 沢lる 。焼土及び黒褐色土中より2点の土器片を出土した。構築時期は縄文時代

後期と考えられる。

第 213号焼土遺構 (第 44図、47図 27、 28)

発掘区中央のYF-92グ リッドに位置し、皿b層下位で確認 した。粘土粒 を含む黒褐色土範囲

は54× 50cmの不整形 を呈し、焼土の厚さは約 6 cmを 浪1る 。焼土及び黒褐色土中より5点の土器

片を出土した。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 214号焼土遺構 (第 44図、47図29～ 40)

発掘区北西側のYK-93グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。 127× 121 cmの 円形を呈

する焼土が検出され、厚さは18cmを沢1る 。焼土中には10cm前 後の石が多量混入していた。焼土

より50数点の土器片を出土した。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 215号焼土遺構 (第 45図 )

発掘区北西側のYK-93グ リッドに位置し、Ⅲb層下位で確認 した。50× 47cmの焼土粒及び多

量の炭化粒を含む黒色土範囲内中央 に、31× 19cmの 楕円形 を呈する焼上が検出された。厚さは

約 3 cmを沢1る 。遺物は出土しなかった。

第 216号焼土遺構 (第45図 )

発掘区北西側のYI-92グ リッドに位置 し、皿b層下面で確認 した。 215号集石遺構 と重複 し、

本遺構が新しい。49× 44cmの焼土粒を含む黒色土範囲内中央 に26× 19cmの焼土が検出された。

厚さは約 5 cmを測る。遺物は出土しなかった。

第 217号焼土遺構 (第 45図、47図 41、 42)

発掘区北西側中央寄 りのYH-92グ リッドに位置 し、皿b層 下面で確認 した。58× 56cmの焼土

粒及び炭化粒を含む黒褐色土範囲内北イ員」に39× 24cmの 楕円形の焼土が検出された。厚さは約 7
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cmを測る。焼土及び黒褐色土中より6点の土器片を出土した。構築時期は縄文時代後期と考え

られる6

第 218号焼土遺構 (第45図 、47図 43、 48図 3、 P L22)

発掘区北西側中央寄 りのYI-92グ リッドに位置 し、皿b層下面で確認 した。遺構南西側は未

発掘である。径80cmの 焼土粒及び多量の炭化粒を含む黒褐色土範囲内中央に径57cmの焼土が検

出された。厚さは12cmを沢1る 。焼土及び黒褐色土中より1点の土器片、掻器 1点 を出土した。

構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 219号焼土遺構 (第 45図 )

発掘区南東側のZW、 ZX-92グ リッドに位置 し、Ⅲb層下面で確認した。遺構北東佃1は未発

掘である。径79cmの焼土粒 を含む黒褐色土範囲内中央 に、径40cmの 焼土が検出された。厚さは

7 cmを測る。遺物は出土しなかった。

第 220号焼土遺構 (第45図 、47図44～ 48)

発掘区南東イ貝」のZX、 ZY-91グ リッドに位置 し、鵬層下位で確認 した。ピット167と 重複

し、本遺構が新しぃ。 100× 95cmの焼土粒及び炭化粒を含む円形の黒褐色土範囲内に、93× 78

SX(Fン05-1
SX(F1209a¨・3

SX(F口 10… 2

焼土遺構出土土器実測図
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第48図 焼土遺構出土石器、土製品実測図

cmの焼土が検出された。厚さは18cmを測 る。焼土及び黒褐色土中より11点の土器片を出上した。

構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 221号焼土遺構 (第45図、47図49、 57～ 62)

発掘区南東側のZW-91グ リッドに位置し、胸じ書上面で確認 した。222号立石遺構、ピット91

と重複 し、本遺構はピット91よ り新しく222号立石遺構より古い。71× 71mの焼土粒を含む暗

褐色土範囲内中央に、47× 20cmの 焼土が検出された。厚さは 3 cmを測る。焼土及び暗褐色土中

より20点 の土器片を出上した。構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 222号焼土遺構 (第45図、47図 50～ 56、 48図 4～ 8、 P L22、 24)

発掘区南東佃1の ZW-90グ リッドに位置 し、皿d層上面で確認 した。45× 40cmの焼土粒及び炭

化粒を含む黒褐色土範囲内に、 3ヵ 所の焼上が検出された。西側の焼土はそれぞれ22× 10cm、

6× 5 cm、 厚さは共に 5 cmを浪1る 。東側の焼土は22× 6 cmを 測る。焼土及び黒褐色土中より約

20点の土器片の他、掻器 1点、円盤状土製品 4点 を出土 した。構築時期は縄文時代後期前葉と

考えられる。

第 224号焼土遺構 (第45図 )

発掘区南東端のZU-92グ リッドに位置 し、皿d層上面で確認 した。 235号 Tピ ット、 242号

フラスコ状土渡、ビット203、  204と 重複 し、本遺構はいずれよりも新しい。60× 43cmの焼土

粒 を含む範囲内南佃1縁周に幅約10cmの焼土が検出された。

第 225号焼土遺構 (第45図 )

発掘区南東端のZU-91、 92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認 した。焼土は16× 12cmの 不

整形を呈し、厚さ約 3 cmを測る。                     (佐 藤 樹 )

→

〔     ■

SX(F)203・ ¨1

SX(F)211¨・2

SX(F)218・  3
SX(F)222・ 4～ 8

卜 研磨 」

0 5 cm
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7.竪穴遺構
   (第 49図、50図 1～ 8、 51図、53図 1～ 12、 15、 16、

第 201号竪穴遺構     54図 1～ 11、 15～ 19、 PL8、 13、 21～ 24、 26)

調査区北西(員」、YK、 YL-91、 92グ リッドに位置する。 201号建物跡調査時にこれに伴 う

焼± 1、 2、
~ピ
ット79と 重複する黒色土の落ち込みを確認 した。本遺構が古い。

平面形は楕円形を呈し、その規模は径 296× 248 cm、 深 さ19～ 33cm、 底面積5.46ゴ を測 る。

長軸方向はN-17° 一Eである。V層上位 を底面とする。底面は南側へ向けゆるやかに傾斜 して

いるが平坦で、やや軟弱である。底面南側に径 150× 130 cm、 底面からの深さ36～46cm程の凹

地がみられた。この凹地は面積2.11ピ を沢1り 、高低差や礫の位置から3ブロ ソヽクに分割するこ

とができる。この他、底面東壁際に 1対のビットと壁外に延びる短かい滞 1犬の掘 り込みがみら

れ、その構造から判断して出入口施設と考えられる。出入口方向はN-44° 一Eである。壁は底

面よりやや外傾して立ち上がるが、凹地部分は一部フラスコ状の立ち上がりを呈する。堆積土

は10ブロックに区分できた。堆積土中の混入土などから判断して人為堆積と考えられる。竪穴

外の西側から出入口南側にかけて、等間隔に配置されたピット1～ 6が本竪穴に伴 う柱穴と考

えられる。

竪穴内からダンボール%箱の上器破片と復元土器 8点 (50図 1～ 8X石器14点、土偶、鐸形

土製品、土製装飾品各 1点、円盤状土製品12点、櫛 1点が出土した。50図 1～ 3は底面及び堆積

土中、 4～ 8は凹地から出土したものである。 1は ミニチュア土器で縦位に展開する曲線文が

施文され、底部付近にL縄文の圧痕文がみられる。 2は台付土器底部で平行沈線文が施文され

S T 201
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第49図 竪穴遺構実測図
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1黒 色土(10 YR 2/11
2黒 色 土(10YR″ ll
3 黒褐色±00YR〃a
4黒 色土(10 YR〃 ll
5黒 色 土(10YR 2/11
6黒 色土(10YR 2/11
7 黒褐色土(10YR 2/3
8黒 色 土(10YR″ ll

地山粒若千含む、炭イヒ物微量含む
1層 より地山粒を多く含む
地山粒を多〈合む
地山粒若干含む
4層より地山粒を多く含む
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第51図 竪穴遺構出土土器拓影図(1)(S丁 201・・・1～ 36)
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組 1犬曲線文を主体とする文様を展開するもので、沈線間にLR縄文が充填されている。日径21

.7cm、 色調は橙色を呈する。土偶は堆積土上位、鐸形土製品は下位、土製装飾品は中位からの

出土である。54図 4は凹地内堆積土上位から出土した櫛で、頭部のみが残存する。頭頂部は湾

曲し、現存長 7.4× 4 0cm、 厚さ0.4 ёm程 を計る。本質部はすべて朽ち果てており赤色顔料と

可塑材が残っている。これらから推定して、幅 0.2 cm程 の細い棒をわずかな間隔を置いて並べ、

頭部を作り出す部分に可塑材をつめて櫛全体に赤色顔料を塗布したものと思われ、いわゆる

「結歯式」と呼ばれるものと考えられる (赤色顔料については、第Ⅵ章 2参照)。

構築時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 202号竪穴遺構 (第 49図、50図 9、

調査区南東部、万座環状列石際より広

ドに位置する。Ⅲd層上面において 245号

より新しく、ピット272と は不明である

53ポ を測る。長軸方向はN-52° 一Eであ

平坦 な感 じを受け、堅 くしまる。底面

|            |

52図、53図 13、 14、 17、 54図 12～ 14、 PL8、 22～ 24)

がる柱穴状 ピット群がやや希薄となるZX-91グ リッ

土墳、ピット272と 重複 して確認された。 245号土墳

。平面形は径 238× 207 cm、 深さ32～ 43cm、 底面積3.

る。 V層上位 を底面とし、こまかな起伏がみられるが

南東壁際に深 さ1 5cm程のダルマ状 を呈する凹地が存在

5   -6   <〔

11三〕ゝ

鸞豊輌θ
1          8           1

l

⌒      |

(I)｀ 16

14 015

ST 201¨・1-12、 15、 16

第53図 竪穴遺構出土石器実測図
9              5,m

ST 202・ …13、 14、 17
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第54図 竪穴遺構出土土製品・石製品実測図

する。壁は底面よりやや外傾 して立ち上がる。堆積土は 8プロックに区分された。人為堆積で

ある。竪穴付近において数個のビットを確認 したが、本竪穴に伴 うものかは不明である。

遺構内よリダンボール斃箱と復元土器 1点 (50図 9)の他、掻器 2点、円盤状土製品 3点が

出土した。 9は無文の平口縁深鉢形土器で、器高21.8cmを 計る。焼成は良好、色調はにぶい褐

色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。 (藤井安正 )

8.土墳

(1)Tビ ット

第 210号 Tビ ット (第 55、 57図、PL9)

調査区北西傾]、 YI-93グ リッドに位置する。 201号竪穴住居跡 (平安時代)床面調査時に

確認した。ビット構築面は胞層上面である。ピット西傾1上部は 201号住居跡によって頸部下ま

で消失している。規模は確認されているだけで 362× 59錮、深さ132～ 150 cmを演1る 。長軸方

向はN-54° 一Eである。堆積土は 6層 に区分され、自然堆積である。Ⅵ層 (′鳥越軽石質火山灰

層)を底面とし、底面はゆるやかな起伏をもち、軟弱である。壁は長軸端が垂直に立ち上がる

のに対し、横断面は漏斗状を呈する。

ピット内より6点の土器破片が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 235号 Tビ ット (第 55図、 PL9)

発掘区南東端のZU-92グ リッドに位置し、m層上面で確認 した。 242号 フラスコ状土渡、

ピット20、 201～ 203、 224号焼土と重複 し、本遺構はいずれよりも古い。規模は 350× 57cm、

深さ 155 cmを測る。壁は下半部がほぼ垂直に立ち上がり、上半部はやや脹らみ袋状を呈する。

Ⅵ層を底面とし、底面はほぼ平坦で軟弱である。堆積土は 8ブロックに区分でき、下半部は自

然堆積、上半部は人為堆積を呈すると考えられる。

遺物は出土しなかつた。

(2)フ ラスコ状土堀

第 204号フラスコ状土垢 (第 55図、61図 1、 2、 65図 2、 5、 7、 9～ 11、 68図 14、 15、 PL21、 22、 24)

調査区西端、YF、 YG-90グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面において確認した。 203号土墳、

205号フラスコ状土渡と重複 し、 205号 フラスコ状土渡より新 しく、 203号土墳より古い。

口縁部は径 110 cm程 の円形を呈する。底径は 124× 94cmの形の歪んだ楕円形を呈し、深さ104

cm、 底面積0.98ゴ を浪1る 。堆積土は13ブロックに区分され、人為堆積である。 1/1層 (鳥越軽石

質火山灰層)上位を底面とする。底面は大きくゆるやかな起伏をもち、軟弱である。壁の南側

一部は 203号土墳に切られ、消失 している。

土墳内より53点の土器破片と石錐、石匙各 1点、掻器 4点、円盤状土製品 2点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 205号フラスコ状土渡 (第55図、61図 3～ 5、 65図 8、 P L22)

調査区西端、YF、 YG-90グ リッドに位置し、Ⅲd層上面において確認 した。 204号フラス

コ状土渡、 206号土塘と重複 し、 206号土獲より新し〈、 204号 フラスコ状土塘より古い。

本土渡は 204号フラスコ状土墳によりその南半を消失 してぃるが、残存する部分から回縁部

は径74cm以上を測 る円形を呈するものと考えられる。深さは 119 cmを汲1る 。堆積土は13ブ ロッ

クに区分され、堆積状態、混入土などから上位 5プロックについては自然堆積、下位 8ブロッ

クは人為堆積である。Ⅵ層上位 を底面とする。底面はゆるやかな起伏をもち、やや軟弱である。

底面北側には貼床が施 されてぃた。壁はゆるやかな曲線を描いて立ち上がるが、東壁一部では

垂直に立ち上がる。

土渡内より6点の土器破片と掻器 1点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 217号フラスコ状土墳 (第 55図、58図 1、 2、 PL9、 13)

発掘区ほぼ中央のYC、 YD-92グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認した。日縁部は80× 76

mの円形を呈し、底径 140× 99cm、 深さ 104 cm、 底面積1.03ピ を測 る。確認面下約30cmに 45×

44cmの 不整円形 を呈する厚さ約10cmの粘土が確認された。底面はⅥ層より成 り、軟弱でやや起
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SK 203_sK(F1204.
SK(F205.SK 206

SK(ッ lo土色

1黒褐色土 (10YR%)
2黒色土 (10YR%)
3明黄掲色土 (10YR%)
4明黄褐色土 (10YR6/3)
黒褐色土を含む

5明黄褐色土 (10YR%)
赤褐色粘土を含む

6黒 褐色土 (10YR%)

SKITH土色

1黒掲色土 (75YR%)
2黒色土 (10YR%)
3黒色土 (10YR%)
地山粒を多く含む

4黒 色土 (10YR 2/1)

5黒 褐色± 00YR%)
6暗褐色土 (10YR%)
7黒 褐色土 (10YR3/2)
8明黄褐色土 (10YR%)

Sκ 200～SK2“ 土t
,暗褐色土 (75YR%)
2黒 褐色土 (10YR%)
3褐色土 (10YR4/.)
4黒褐色土 (10Y R%)
5暗褐色土 (10YR%)
6黒色土 (75YR17ハ )
7暗褐色土 (10YR3/4)
8黄褐色土 (10YR%)
0暗褐色土 (10YR%)

21黒褐色土 (10YR%)
22黒褐色土 (10Y R%)
2鑽 褐色土 (10YR5/6)
24極暗褐色土 (75YR%)
25黒褐色土 (75 YR%)
26黒褐色土 (10YR%)
27黒褐aE(10′ R%)
28暗褐色土 (10Y R%)
29黒色土 (75YR%)
30暗褐色土 (10YR%)

31黒褐色土 (10YRソ D
32暗褐色土 (10YR%)
33黒色土 (10YR 17/1)
34黒色土〈10YR%)
35黒褐色土 (10YR%)
36暗褐色土 (10YR 3/4)
37黒褐色土〈10YR%)

11黒 色土 (75YR%)
12赤 褐色土 (5YR%)焼 土
13黒褐色土(75YR%)
14黒褐色土 (10YR%)
15黒色土 (75YR2/1,
16暗褐色土 (10YR%)
17黒褐色土 (10YR%)
18褐色土 (10YR%)
19黒 褐色土 (10Y R%)
20暗褐色± 00Y R%)

SK(F232L色

1黒色土(10YR 17/1)地 山粒を含む

2黒色土(10Y R%)
3黒 色土(10YR%) 自色粘土を含む
4黒褐色土(10YR%)
5黒 褐色土(10YR%)地 山プロックを含む
6黒褐色土(10YR%)白 色粘土を含む
7黒色土〈10YR%)
8黒色土 (10YR%)や わらかい
0黒掲色土(10YR%)自色粘土を含む
10黒 褐色土(10YR%)
11黒 褐色土(10Y R%)

、フラスコ状土壌実測図(l)
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1黒褐色土 (10YR%)自 色粘土を含む
2黒 色土 (10YR 17/1)
3黒色土 (10YR 1 7/1)白 色粘土を含む
4黒 色土 (10YR 2/1)

5黒 色土 (10YR%) 自色粘土を多 く含む
6黒 色土 (10YR 17/1)
7黒褐色土 (10YR%)
8黒色土 (10YR17/1)地 山プロックを含む
9黒色土 (10YR 17/1)8層 より地山プロックを

多く含む
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15黒色土 (10YR 1 7/1)

メ(RB
地山土
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伏がある。また底面から240個以上の 4～ 10cmの 自然石が敷きつめられた様相で出土した。堆

積土は11プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳中位より復元可能土器 2点 (58図 1、 2)、 土墳内より数点の土器片、凹石 1点 を出土

した。 1、 2は 9層 ょり出土した土器である。 1は鉢と考えられる土器の胴下半部を再利用し

ており、割れ口には研磨が施されている。 2条の平行沈線により区画された文様帯内には沈線

により弧状文、曲線文が施文されている。器内部には茶褐色樹脂状凝固物が付着している (第Ⅵ

章2参照)。 2は深鉢形土器の胴下半部で、横位沈線文により底部付近まで区画された文様帯には円

形文、楕円形文等が施文されてぃる。色調は 1が にぶい黄橙色、 2がにぶぃ褐色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 226号フラスコ状土境 (第 55図、58図 3～ 5、 8、 61図 6～ 17、 65図 3、 4、 12～ 18、

66図 36、 43、 67図 1、 9、 68図 16～ 26、 P L13、 21～ 24)

調査区中央部、YC、 YD-92グ リッドにまたがって位置し、Ⅲd層上面において白色粘土粒

を含む黒褐色土の落ち込みを確認した。口縁部は 210× 188 cmの 東側一部が突出した楕円形を

呈する。底径は163× 156 cm、 深さ 113 cm、 底面積1.86ポ を浪1る 。長軸方向はN-80° 一Wであ

る。堆積土は 9プロックに区分され、人為堆積である。Ⅵ層上位を底面とする。底面はゆるや

かな起伏をもち西側へ傾斜し、軟弱である。土渡東側の頸部には75× 3ocm、 確認面からの深さ

40m程の半円状の掘り込みがみられ、出入口としての機能を有するものと考えられる。

土渡内より、復元土器 4点 (58図 3～ 5、 8)と ダンボール1/3箱 の土器破片、掻器 7点、

石錘、磨石各 1点、茸状土製品 1点、円盤状土製品11点、円盤状石製品 1点が出土した。 3は

無文のミニチュア土器破片、 4は壺形土器口縁部破片である。 5は 口縁部を欠く壺形土器で、

胴部上半に擦り消し沈線文で曲線文が施文されている。底径 6.8 cm、 色調は浅黄橙色を呈する。

8は平口縁の深鉢形土器で口縁部上端から胴部下半にかけてRL縄文が施文されている。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 232号フラスコ状土墳 (第 55図、58図 6、 7、 61図18～ 4、 65図 19、 66図 47、 67図 8、 68図27～ 30、 PL22、 24、 20

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状ピット群がやや希薄となるZZ-92、 93グ

リッドに位置する。Ⅲd層上面において 233号土渡と重複 して確認された。本土墳が新しい。土

渡の東側部分は未発掘である。口縁部は120cm以上を測る楕円形を呈する。底径は 176 cm、 深さ

155 cmを 測る。堆積土は12ブロックに区分され、人為堆積である。Ⅵ層中位を底面とし、平坦

で軟弱である。

土墳内ょり310点余の土器破片と復元土器 2点 (58図 6、 7)のほか、掻器、敲石各 1点、

円盤状土製品 4点、円盤状石製品 1点 が出土した。 6は 回唇部に3つの小突起をもつ壺形土器

口縁部破片で、LR縄文施文後、平行沈線文が施されてぃる。色調はにぶい橙色を呈する。 7
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9黄 褐色± 00YR%)
,0黒 褐色土 (75YR%)
11極 暗掲色土 (75YR%)
12暗赤褐色土 (5YR%)
13暗赤掲色土 (5YR%)
14黒 掲色土 (75YR′ )
15黒 褐色土 (75YR%)
16 1PJ色土 (75YR%)
17黒 褐色土 (75YR2/・ )

18黒 色■ 00Y R夕 )
19暗褐色土 (75YR%)
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フラスコ状土渡実測図(2)
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は壺形土器破片で、無文化されている。

構築時期は、縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

第 234号フラスコ状土塘 (第 55図、58図 9、 10、 62図45～ 48、 65図 20、 P L22)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群がやや希薄となるZY-91グ リッ

ドに位置する。胞層上面において焼土粒をわずかに含んだ黒色土の落ち込みを確認 した。口縁

部は93× 78cmの 楕円形 を呈する。底径は 120× 94cm、 深 さ50cm、 底面積0.70ポ を浪1る 。堆積土

は 7プロックに区分され、人為堆積である。 V層 中位を底面とし、こまかな起伏をもつが平坦

な感 じを受け、堅 くしまっていた。壁は東佃1-部 がやや外傾 して立ち上がるほかは、わずか

にフラスコ状を呈する。

土獲内より10点程の土器片と復元土器 (58図 9、 10)2点のほか、掻器 1点 が出土した。 9

は浅鉢形土器底部で、平行沈線文が施文されている。10は壺形土器の口縁部破片である。口縁

部上端に沈線を巡 らし文様帯を区画する。 LR糸電文が施文されている。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 238号フラスコ状土墳 (第 56図、58図 11、 14、 62図49～ 66、 66図 40、 48、 67図 10、 12、 68図31～ 33、 PL13、 23、 20

調査区南東佃1、 万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群がやや希薄になり始めるZX-90

グリッドに位置する。Ⅲd層上面において 237号土墳と重複 して確認された。本フラスコ状土墳

が新しい。口縁部は径 114× 77cmの 楕円形 を呈する。底径は 147× 80cm、 深 さ 122 cm、 底面積

0.98耐 を測る。長軸方向はN-71° 一Eである。堆積土は 6ブロックに区分され、人為堆積であ

る。Ⅵ層上位を底面とする。底面は口縁部位置と比べて北西側に偏在し、ゆるやかな起伏をも

ち、軟弱である。壁は北西部がきれいなフラスコ状 を呈するのに対し、南東部はやや外傾 して

立ち上がる。

土獲内より復元土器 2点 (58図 11、 14)と 250点程の土器破片のほか、凹石、敲石各 1点、

円盤状土製品 3点が出土した。11は 8つ の項部をもつ浅鉢形土器で、器高 5.8 cm、 日径12.5cm、

底径 5.8 cmを 計る。頸部と胴部中半に平行沈線文で文様帯 を区画し、相対する 2条の弧状沈線

文で上・下文様帯を連結させている。沈線間にはL縄文が充填されている。色調は浅黄橙色を

呈する。14は壺形土器で、底径 7.6 cmを計る。胴部最張部やや下半に沈線文を巡 らし、文様帯

を区画するもので、波状曲線文が施文されている。沈線間にはRL縄文が充損 されてぃる。色

調は灰黄褐色を呈する。これら遺物のほか土墳中位から赤色顔料塊と黒色樹脂塊が出土した

(第Ⅵ章 2参照)。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第240号フラスコ状土墳曜聞呈鶯 弦′ι鍍腎洗錦fた∴笹暫み魂Iゞ習ff金=役、26)
調査区南東側、万座環状列石際から広がる柱穴状 ピット群がやや希薄になるZX-90、 91グ
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リッドに位置し、胞層上面において確認 した。口縁部は径 121× 117 cmの 円形を呈する。底径

は 236× 197 cm、 底面積4.03ポ を浪1る 。堆積土は14ブロックに区分され、人為堆積である。Ⅵ

層中位 を底面とし、西側が一段低 くなる二段構造を呈し、確認面から底面上段までの深さ232

cm、 下段まで 262 cmを測る。上段は平坦であるのに対し、下段は壁際に向けゆるやかな傾斜を

もつ。上・下段 とも軟弱である。

土渡内より復元土器17点 (59図 15～ 26、 60図27～ 31)、 ダンボール 1箱 の土器破片のほか

掻器、磨製石斧、石錘、磨石計14点、土製装飾品 1点、円盤状土製品13点が出土 した。25、 26

は下段底面より出土した。25は注 ぎ口を欠く片口土器で、器高15.5cm、 回径11.Om、 底径6.Ocm

を計る。胴部上半に二段の文様帯を区画し、この文様帯を結ぶように同心円状 に弧状沈線文が

施文されている。 3つ の頂部内面にはボタン状の粘土の貼 り付けがみられる。色調は浅黄橙色

を呈する。26は 4つ の項部をもつ深鉢形土器で、胴部上半にLR縄文施文後、平行沈線文で入

組文が主文様として展開されている。器高25.3cm、 口径24.Ocm、 底径 7.8 cm、 色調は,支黄橙色

を呈する。20、 22、 29は上段底面出土のもので、20は平口縁の無文浅鉢形土器で、器高 5 cm、色

調は浅黄艶 を呈する。 22は小型鉢形土器で口唇部から胴部下半までLR縄文が施文されてい

る。器高11.6cm、 色調はにぶい褐色を呈する。29は 口縁部上端から胴部下半にLR縄文が施文

されている平口縁の深鉢形土器である。色調はにぶい橙色 を呈する。15～ 19、 21、 23、 24、 27、

28、 30、 31は土墳堆積土中位～下位にかけて出土 したものである。15～ 17は壺形土器である。

15は撚糸圧痕文が文様帯を区画するもので、胴部 にL縄文が施文されてぃる。色調はにぶい黄

橙色を呈する。16は胴部上半に文様帯をもつもので、主要文様として曲線文が施文されている。

色調はにぶい黄橙色を呈する。器内・外面に赤色顔料が塗布されている。17は胴部上半に平行

沈線文による入組伏曲線文が施文されているもので、沈線間にはL縄文が充填 されている。色

調は灰黄褐色を呈する。18は 6つ の橋状把手をもつ壺形土器口縁部破片である。19は平口縁の

無文鉢形土器で、器高 5.O cm、 色調はにぶい橙色を呈する。21は平口縁の無文浅鉢形土器で器

高 8.2 cm、 口径18.5cmを 計る。色調はにぶい橙色を呈する。器内・外面に赤色顔料が塗布され

ている。23は 6つの頂部に刻み目が施される浅鉢形土器で、胴部にはLR縄文が施文されてい

る。日径25。 9cm、 色調はにぶい橙色を呈する。24は片口土器の注 ぎ口部分である。27は波状口

縁の無文,支鉢形土器で、器高 6.7 cm、 色調はにぶい橙色を呈する。28は平口縁の深鉢形土器で、

器高22.4cm、 色調は灰黄褐色を呈する。30は平口縁の深鉢形土器で、口縁部上端からLR縄文

ガ施文されている。器高32.lcm、 色調はにぶい橙色を呈する。31は平口縁の深鉢形土器で、胴

部上半に文様帯をもち、擦 り消し沈線文で入組文が施文されている。底面に網代痕がみられる。

器高36.4cm、 色調はにぶい黄橙色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 242号フラスコ状土堀 (第 56図、58図 12、 13、 63図88～ 110、 65図 29、 66図 41、 PL9、 22、 24)

発掘区南東端のZU-92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。遺構南側は未発掘である。

235号 Tピ ット、ピット200、  203、 204、 224号焼土と重複し、本遺構は 235号 Tピ ットよ

り新しく、他の遺構より古い。口縁部は推定 114× 123 cmの楕円形を呈し、推定底径224× 220

cm、 深さ162 cmを測る。底面は1711層 より成り、やや軟弱で平坦である。底面直上より15～ 32cm

の自然石が41固出土した。堆積土は21プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土渡下位より復元土器 1点 (58図 13)、 土渡内より復元土器 1点 (58図 12)、 約 250点の土器片、

掻器、凹石をそれぞれ 1点、円盤状土製品 9点 を出土した。13は 土渡下位より出土した無文の

把手付鉢形土器で、口径11.Ocm、 底径 7.6 cm、 器高 8.9 cmを 計る。色調は灰黄褐色を呈する。

12は土墳内より出土した無文のミニチェア土器で、 4個の項部を有する波状口縁である。底径

3.O cmを計り、色調はにぶい黄橙色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 243号フラスコ状土塩 饒56図、63図 111～ 134、 65図30～ 33、 67図 6、 11、 13、 68図 56～ 63、 PL2ム 29

調査区南東側、万座環状列石際から広がる柱穴状ピット群がやや希薄となるZX-90グ リッ

ドに位置する。m層上面において 224号立石遺構と重複して確認された。本土墳が古い。口縁

部は径 144× 136 cmの円形を呈する。底面の径 180× 164 cm、 深さ 110 cm、 底面積2.14ゴ を測

る。堆積土は 6ブロックに区分でき、人為堆積である。Ⅵ層上面を底面とし、ゆるやかな起伏

をもち、軟弱である。

土墳内より250点程の土器破片と掻器 4点、円盤状土製品 8点、円盤状石製品 1点、球状石

製品 2点 が出土した。このほかに炭化したクリ6個、 トチノキ56個、 ドングリ1個 が出土した

(第Ⅵ章 3参照)。 構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 250号フラスコ状土墳 (第 56図、63図 135～ 140、 64図 141～ 150、 65図 1、 34、 66図 42、 PL22、 25、 26)

発掘区南東部のZY-92グ リッド|「位置する。確認面はⅣ層下面であるが、これは地山がマ

ウンド状となっている為で、近傍の土墳の確認面とほぼ同一レベルである。遺構北西側は未調

査である。 251号フラスコ状土渡、 249、 250号土渡、ピット283と 重複 し、本遺構は 251号

フラスコ状土壌より新しいと考えられ、他の遺構より古い。推定口径 100× 98cm、 推定底径128

×160m、 深さ124 cmを測る。底面はⅥ層より成り、やや軟弱で起伏がある。また70× 57cmの

大型の自然石が 250、 251号両フラスコ状土渡の底面に跨がっている。堆積土は10ブロックに

区分でき、人為堆積と考えられる。土墳内より炭化したクリ1個、クルミ5個が出土した (第

Ⅵ章 3参照)。

本遺構及び 251号フラスコ状土渡、 249、  250号土渡内より約 300点の土器片、円盤状土製

品 5点、円盤状石製品 3点 を出土した。
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第68図 フラスコ状土垢出土土製品 。石製品実測図(2)

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 251号フラスコ状土渡 (第 56図 )

発掘区南東側のzX、 ZY-92グ リッドに位置し、 249、  252号土墳底面で確認した。遺構

南東偶1は未発掘で、北西側は未調査である。 250号フラスコ状土墳、 249、 252号土墳、ビッ
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卜283と 重複 し、本遺構は 250号フラスコ状土墳より古いと考えられ、他の遺構より古い。推

定底径 216 cm、 深さ 134 cmを浪1る 。底面はⅥ層より成 り、軟弱で大きな起伏がある。堆積土は

loブ ロックに区分でき、人為堆積を呈すると考えられる。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

(3)土 墳

第 201号土墳 (第69図、72図 1、 3、 75図1～ 14、 80図 1、 14、 19、 20、 82図 1、 2、 11、 P L14、 21、 22、 25)

調査区西端、YG、 YH-90グ リッドに位置する。土墳として明確にプランを把握できたの

はⅣ層上面である。

土墳はやや形の歪んだ楕円形を呈し、径 169× 137 cm、 深さ37cm、 底面積0.98ピ を測 る。長

軸方向はN-7° 一Eである。堆積土は地山粒を少量含んだ黒色土の単一層で、人為堆積である。

V層上位を底面とする。底面はこまかな起伏をもち、堅くしまっていた。壁は底面よりゆるや

かに外傾する。

土渡内より復元土器 2点 (72図 1、 3)と 250点程の土器破片、石鏃、石錐各 1点 、掻器

2点、土製装飾品、円盤状土製品、円盤状石製品各 1点 が出土 した。 1は 4つ の波頂部をもつ

無文の鉢形土器で、器高8.■mを測 る。焼成はやや良好で、色調は灰黄褐色を呈する。 3は平口

縁の深鉢形土器で、器高32.9cmを 測る。口唇部から胴部下半にかけLR縄文が施文されている。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 202A号土墳 (第69図、75図 15～ 21、 80図 2、 3、 21、 26、 81図 40、 82図 9、 PL21、 22、 27)

調査区西端、YG-90グ リッドに位置し、Ⅲd層上面において確認 した。 202B、 C号土墳と

重複 し、本土墳が新しい。

平面形は辺が丸みを帯びた方形を呈し、径 121× 116 cm、 深さ76cm、 底面積0.78ポ を浪1る 。

長軸方向N-44° 一Eである。堆積土は 8層 に区分され、自然堆積である。V層 中位を底面とす

る。底面はこまかな起伏をもつが、平坦な感 じを受け、堅くしまっていた。壁は底面よりやや外

傾 して立ち上がる。

土墳内より210点程の土器破片と石鏃、掻器各 2点、石皿 1点、三角形石製品1点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 202B号 土堀 (第69図 )

調査区西端、YG-90グ リッドに位置 し、聰層上面において確認 した。 202A号土墳と重複

し、土墳西半を消失 している。本土墳が古い。

平面形は、その残存部分からみて円形または楕円形を呈すると考えられ、径 115 cm、 深 さ51

cmを測る。堆積土は 3層 に区分され、人為堆積である。 V層上位 を底面とし、大きな起伏がみ

られた。壁は底面よりやや外傾 して立ち上がる。
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遺物は出土 しなかった。構築時期は重複する 202A号土渡及び周辺の出土遺物から、縄文時

代後期前葉と考えられる。

第 202C号土堀 (第69図、75図 22、 23、 80図 22)

調査区西端、YF、 YG-90グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面において 202A号土墳と重複 して

確認された。本土墳が古い。

平面形は楕円形を呈し、径 144× 105 cm、 深さ43cm、 底面積0.98厨 を測 る。長軸方向はN―

38° 一Eである。堆積土は地山ブロックを多量に合む黒色土の単一層で、人為堆積である。 V層

上位を底面とする。底面はこまかい起伏がみられ、堅 くしまっていた。壁は底面よりやや外傾

して立ち上がる。

土獲内より190点程の土器破片と掻器 1点 が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 203号土垢 (第 55図、72図 7、 75図 34、 35、 81図 39、 40、 P L14、 24)

調査区西端、YF-90グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面において確認 した。 204号フラスコ状土

墳と重複 し、本土墳が新しい。

平面形は惰円形を呈し、径 135× 95cm、 深さ42cm、 底面積0.67ポ を浪1る 。長軸方向はN-8°

一 Eである。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆積である。 V層上位を底面とし、ゆるや

かな起伏をもち、幾分北側へ傾斜 し、堅 くしまっている。壁は底面よりやや外傾 して立ち上が

る。

土墳内より復元土器 1点 (72図 7)と 10点程の土器破片、磨石 1点が出土した。 7は土墳上

面より出土した平口縁の深鉢形土器で、日縁部上端から胴部下半にかけて撚糸文が施文されて

いる。原体はR縄文。器高32.4cm、 日径26.6cm、 底径11.6cmを 計る。色調は褐色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 206号土墳 (第 55図 )

調査区西端、YG-90グ リッドに位置し、酪層上面において 205号フラスコ状土渡 と重複 し

て確認された。本土渡が古い。

本土墳は、 205号 フラスコ状土渡と重複するため、その南側一部を消失 している。平面形は

円形を呈すると考えられ、径94cm、 深 さ52mを測る。堆積土は 9ブロックに区分され、人為堆

積である。V層上位を底面とする。底面はこまかな起伏をもち、堅くしまっていた。壁は底面

よりやや外傾 して立ち上がる。

遺物は出土 しなかった。構築時期は、重複する土墳、周辺出土の遺物から、縄文時代後期前

葉と考えられる。
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第 215号土境 (第69図 )

調査区北西端、YM-91グ リッドに位置し、lllc層下位において 201号建物跡のビット20、 21、

60、 76と 重複して確認された。本土渡が最も古い。

平面形は楕円形を呈し、径 160(推定)× 79cm、 深さ35cmを浪1る 。長軸方向はN-75°一Wであ

る。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。V層上位を底面とする。底面はこまか

な起伏をもち、堅くしまっていた。壁は底面よりやや外傾して立ち上がる。

遺物は出土しなかった。構築時期は、重複する201号建物跡、周辺出土遺物より、縄文時代

後期と考えられる。

第 216号土塘 (第69図、PL9)

発掘区北西端のYL-90に位置し、Ⅳ層上面で粘土粒の混入した黒色土の楕円形プランを確

認した。規模は97× 79cm、 深さ37cm、 底面積0.44ポ を測り、長軸方向はN-18° 一Wである。底

面はV層 より成り、小さな起伏があって堅くしまっている。壁は北側はほぼ垂直に立ち上がる。

堆積土は 8ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。遺物は出土しなかった。

第 218号土境 (第69図、72図 2、 76図 57～ 73、 80図 4～ 6、 15、 P L14、 21、 25、 26)

発掘区中央のYC-92グ リッドに位置し、田層上面で確認した。平面形は 144× 121 cmの楕

円形を呈し、深さ42cm、 底面積0.90 rYiを測る。長軸方向はN-49° 一Wである。底面はⅣ層より

成り、大きな起伏があり、やや軟弱である。壁はやや緩やかに立ち上がる。土墳内より6～ 30

cmの自然石が45個出土した。堆積土は 8プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より復元土器 1点 (72図 2)、 約 550点 の土器片、石鏃 3点、石錐 1点、円盤状土製

品 3点、円盤状石製品 1点 を出土した。 2は深鉢形土器胴下半部で、底径 5.O cmを計り、色調

はにぶい黄橙色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 219号土堀 (第 69図、72図 4、 76図74～ 76、 P L15、 23)

発掘区中央のYB-92グ リッドに位置し、聰層上面で確認した。平面形は80× 80cmの 円形を

呈し、深さ20cm、 底面積0.25ポ を浪lる 。底面はⅣ層より成り、平坦でやや軟弱である。壁は緩

やかに立ち上がる。堆積土は 2ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土獲中位より復元土器 1点 (72図 4)、 土塘内より20数点の土器片の他、掻器 1点 を出土し

た。 4は 1層 下位より出土した深鉢形土器である。口縁部直下から胴部上半にLR縄文が施文

されている。口径は20cmを計り、色調はにぶい黄橙色を呈する。

構築時期は縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

第 220号土墳 (第69図、72図 5、 6、 73図 8、 77図77～ 94、 80図 7、 8、 16、 18、 25、 27、 81図 36、 PL10、 15、 21、 23、 25、 2①

発掘区中央のYB-92グ リッドに位置し、田層上面で確認した。平面形は 176× 137 cmの楕
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円形を呈し、深 さ40cm、 底面積1.20ポ を測る。長軸方向はN-57° 一Wである。底面はV層 より

成り、大きな起伏があり、堅くしまっている。壁はやや緩やかに立ち上がる。堆積土は 3プロ

ックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳底面より凹石 1点、土墳中位より復元土器 1点 (72図 5)、 土墳上位より復元土器 1点 (

73図 8)、 土墳内より復元土器 1点 (72図 6)、 約 280点 の土器片、石鏃 2点、石錐 1点、掻器 3

点、円盤状土製品 5点、円盤状石製品 1点 を出土した。72図 5は 土墳中位ゴヒ壁際より横転状態

で出土した片口土器である。 7個の項部を有する波状口縁で、 2条 の平行沈線により区画され

た胴上半部に文様帯を有する。磨消縄文技法により入組状曲線文が施文されてぃる。地文はL

R縄文で、口径 9.8 cm、 底径 6.2 cm、 器高 5.7 cmを計る。 8は土墳上位北壁際より出土 した折

り返 し口縁の無文鉢形土器で、推定回径10.6cm、 推定底径 4.6 cm、 器高 6.5 cmを計る。器内面

には黒色樹脂状凝固物が付着している(第Ⅵ章2参照)。 6は土疲内より出土した深鉢と考えられる

土器で、 6個 の項部を有する波状口縁である。頸部には 3条の平行沈線文が施文されており、

地文はLR縄文である。推定回径21mを 計る。色調は 5、 6が灰褐色、 8がにぶい黄橙色を呈

する。77図94は底面、79は底面直上、83は下位からの出土である。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 221号土塘 (第69図、77図95～ 99、 81図 41、 42、 82図 20)

発掘区中央のYD-92グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認 した。平面形は115× 110cmの 円形

を呈し、深 さ64cm、 底面積0.64耐 を浪lる 。底面はV層 より成り、ほぼ平坦で堅くしまっている。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は13ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土渡内より20数点の土器片、磨石 2点、円盤状土製品 1点 が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考ぇられる。

第 222号土墳 (第69図 )

調査区北西イ員1、 YL-92グ リッドに位置する。m層 下位において粘土粒を多量に含んだ黒褐

色土の落ち込みを確認 した。本土墳は 202号環状配石遺構張 り出し部と重複 してぃるため、土

墳北半は未発掘である。本土墳が古い。平面形は楕円形を呈するものと考えられ、径64cm、 深さ

20cmを測る。堆積土は人為堆積である。Ⅲd層下位を底面とし、平坦で軟弱である。壁は底面よ

りやや外傾 して立ち上がる。

遺物は出土しなかった。土墳周辺の出土遺物から構築時期は縄文時代後期と考えられる。

第 223号土墳 (第69図、73図 13、 77図 100～ 102、 81図 37、 P L10、 15)

発掘区中央のYD-92グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認 した。平面形は127× 103cmの 楕円

形で、深さ36cm、 底面積0.67耐 を沢1る 。長軸方向はN-77° 一Wである。底面はⅣ層から成り、

小さな起伏があり、やや軟弱である。壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 6ブロックに区分で

-90-



０

ど

SK 215

SB201
Pit76

D11:1797∞ nl

SB201

⑮
／
‘

ヽ
＼

Ｄ
一

旦 H:lR)180m 。1

SK 202A土 色

1黛色土 (75YR%)
2黒色上 (75YR%)
3黒 色土 (75YR17,1)
4黒 色土 (10YRレ i)

5黒 色■ (10YR 1 7■ )

6黒 色土 (75YR′ )
7県 色土(75YR%)
8黒 色土 (75YR17.1)

1ミ 色土

2黒 色土

3黒 鳩色土 (10YR lo)
4褐色土〈iOYR名 )

SK2∽ B土色
9黒色土(75YR%)
10黒色土(7 5YR17/1)
11黒 色土(7 5YR%)

3黒 掲色上 (75YR多 |)
4黒色土 (75YRア )
5黒 褐色土 (75YR%,
6黒 色土 (10YR′ )
7黒褐色土 (10Y R%)
8黒 i■・色■ (10YR%)

Fl● 180000m ピ
一

SK 221

I H■ 80000m

第69図 土墳実測図(1)

Ｇ
一

1黒 褐色土(10YR%)
2R色土(10YR%)
3黒 褐色土 (10Y R%)

1黒 褐色土 (75YR%)
2褐 色土〈10YR・ .)

3黒 褐色t(10YR%,
4■色土 (10YR%)
5黒 褐色土 (10YR%)
0黒 褐色土 (10Y R%)
7黒 色土 (75YR%,
8黒 色上 (OYR17′ 1)
9黒 掲色土(75YR%)
10暗 掲色土 (10Y R%)
11黒 色土 (10YR 34)

12黒 掲色土 (10YR%)
13黒 色土 〈75YR1 711)

1黒 褐色■(10Y R%)
2黒色上(75YR%)

0_________―
―~m

l黒掲色土 (10YR%)
2黒色土 (10YR%)

K′   ]黒褐色土(10Y R%)
2黒 褐色土 (75YR,つ

SK 216 ⑦

ｇ

旦 II:180100m        旦

≦ II:18o ooom

塁 H:1795∞ m

2に ぶい黄褐色土

(10YR%)
3暗褐色土(10YR%)

4に ぶい黄褐色土

5黒掲色土 (10Y R%)
0に ぶい黄掲色土 (10YR%)
7に ぶい黄褐色上 00YR%)
8黒色土 (10YR 1 7′ 1)

1黒褐色上(10YR%)

愧明蒻①晰 |

-91-



き、人為堆積を呈する。

土渡中位より復元土器 1点 (73図 13)、 土墳上位より凹石 1点、土墳内より20数点の土器片を

出土した。13は土墳中位南西壁際より出土した折 り返 し口縁の深鉢形土器で、頸部から胴部%

までLR縄文が施文されてぃる。口径24cmを 計 り、色調は灰黄褐色を呈する。77図 100は底面

からの出土である。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 224号土墳 (第69図、73図 9、 77図 103～ 110、 80図 9、 81図 38、 43、 82図 21、 PL21、 23)

調査区中央部、YG-92グ リッドに位置し、皿d層上面で確認 した。平面形は楕円形を呈し、

径 128× 107 cm、 深 さ30cm、 底面積0.81ポ を測 る。長軸方向はN-78° 一Eである。堆積土は 2

ブロックに区分され、1 5cm程の礫が多量に混入 していた。人為堆積である。V層上位を底面と

し、こまかな起伏がみられるが平坦な感 じを受け、堅くしまっていた。壁は底面よりやや外傾

して立ち上がる。

土渡内より復元土器 1点 (73図 9)と 250点程の土器破片の他、石鏃、磨石、凹石各 1点、

円盤状土製品 1点 を出上した。 9は鉢形土器底部で底面に網代痕がみられる。色調は明赤褐色

を呈する。土器内には茶褐色樹脂状凝固物が付着 していた (第Ⅵ章 2参照)。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 225号土墳 (第70図 、77図 111、 112、 P L25)

発掘区中央のYD-92グ リッドに位置 し、Ⅲd層 上面で確認 した。平面形は 136× 90cmの楕円

形で、深さ39cm、 底面積0.47ゴ を測る。長軸方向はN-79° 一Wである。底面はⅣ層より成り、

大きな起伏があり、やや軟弱である。壁は緩やかに立ち上がる。堆積土は 4ブロックに区分で

き、人為堆積を呈する。

土渡内より数点の土器片、円盤状土製品 1点 が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 227A号土境 (第 70図、77図 113～ 118、 80図 10、 11、 82図 23、 P L21、 25)

調査区南東狽1、 万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が希薄になったZZ-92グ リッド

に位置する。Ⅲd層上面においてピット327と重複 して確認された。本土渡が古い。

平面形は楕円形を呈し、径 110× 100m、 深さ60cm、 底面積0.55rを浪1る 。長軸方向はN―

59°一Eである。堆積土は 6ブロックに区分され、人為堆積である。 V層 中位を底面とする。底

面は皿状 を呈し、こまかな起伏をもち、堅くしまっている。壁は底面よりほぼ垂直に立ち上が

る。

土墳内より100点程の土器破片と、石鏃 2点、円盤状土製品 1点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 227B号土渡 (第70図、78図 119、 120、 P L25)

調査区南東側のZZ-92グ リッド、227A号 土渡の東側に位置 し、Ⅲd層上面において確認した。

本土渡は柱穴状 ピット328と 重複 し、本土娠が新しい。

平面形は円形を呈し、径76× 74cm、 深 さ34cm、 底面積0.30ゴ を浪1る 。堆積土は 4ブロックに

区分され、人為堆積である。V層上位を底面とし、こまかな起伏 をもち、堅くしまっていた。

底面においてピット328を確認した。壁は底面よりやや外傾 して立ち上がる。

土墳内より10点程の土器破片、円盤状土製品 1点が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 228号土墳 (第 70図、78図 121～ 126、 80図 12、 81図 33、 P L21)

調査区南東部、万座環状列石際から広がる柱穴状 ピット群がやや希薄になるZZ-93グ リッ

ドに位置し、胞層上面において確認 した。本土獲は柱穴状 ピット329と 重複 し、本土墳が古ぃ。

平面形は楕円形を呈し、径 134(推定)× 101 cm、 深さ34cm、 底面積0.91ゴ を測 る。長軸方

向はN-78°一Eである。堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。 V層上位を底面と

し、ゆるやかな起伏をもち、堅 くしまっている。壁は底面よりやや外傾 して立ち上がる。

土墳内より50点程の土器破片と、石鏃、凹石各 1点が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

第 229号土墳 (第70図、78図 127～ 134、 80図 17、 28、 82図 10、 P L10、 23、 27)

調査区南東狽1、 万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が希薄になるYA-92グ リッドに

位置 し、胸層上面において確認 した。

平面形は楕円形を呈し、径 117× 108 cm、 深さ36cm、 底面積0.7311iを 浪1る 。長軸方向はN一

2° 一 Eである。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積である。 V層上位を底面とし、ゆる

やかな起伏をもつが平坦な感 じを受け、堅くしまっていた。壁は底面よりやや外傾して立ち上がる。

土墳内より100点程の土器破片と、石錐、掻器各 1点、石製品 1点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 230号土墳 (第70図、73図 10、 11、 78図 135～ 138、 82図 24、 P L21)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が希薄になるZZ-92グ リッドに

位置 し、Ⅲd層上面において確認 した。平面形は楕円形を呈し、径 118× 95cm、 深さ26cm、 底面

積0.78耐 を測る。長軸方向はN-53° 一Eである。堆積土は 2ブロックに区分され、人為堆積で

ある。 V層上位を底面とし、平坦で堅くしまっていた。壁は外傾 して立ち上がる。

土墳内より20点程の土器破片と円盤状土製品 1点が出土 した。図化できたものは73図 10、 11

で、10は 2つ の波項部をもつ壺形土器口縁部破片で、色調はにぶい黄褐色を呈する。11は ミニ

チュア土器底部付近の破片である。底径 7.O cm、 色調は褐灰色を呈する。
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構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 231号土墳 (第70図、78図 139～ 159、 80図 29、 81図 34、 44、 82図 5、 25～ 29、 PL10、 23、 25)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が途絶えるYA-92グ リッドに位

置 し、Ⅲd層上面において確認 した。本土塘は柱穴状 ピット336と 重複 し、本土渡が古ぃ。平面

形は楕円形を呈し、径 144× 130 cm、 深さ58cm、 底面積1.33ゴ を測 る。長軸方向は N-44° 一W

である。堆積土は 8ブロックに区分され、人為堆積である。 V層 中位を底面とし、平坦で堅く

しまっていた。壁は底面よりほぼ垂直に立ち上がる。

土墳内より100点余の土器破片と、掻器、凹石、磨石各 1点、円盤状土製品 5点、円盤状石

製品 1点が出上した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 233号土墳 (第 55図、78図 160～ 162、 82図 3o)

調査区南東側、万座環状 ali石際から広がる柱穴状 ピット群のやや希薄となるZZ-92、 93グ リ

ッドに位置 し、Ⅲd層上面において 232号フラスコ状土墳と重複 して確認された。本土墳が古い。

また東イ員」は調査区域外にあるため、平面形及び口縁部径は不明である。深さ 106 cmを測る。堆

積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。 V層下位 を底面とし、平坦で堅くしまってい

た。壁は底面よりほぼ垂直に立ち上がる。

堆積土中より15点程の土器破片、円盤状土製品 1点が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 236号土壊 (第70図、78図 163～ 165)

発掘区南東端のZW-89グ リッドに位置 し、Ⅲd層上面で確認 した。 239号土墳、ビット307

と重複 し、本遺構は 239号土渡より新しく、ピット307よ り古い。遺構西側は未発掘である。底

面はⅣ層より成り、平坦でやや軟弱である。壁はやや緩やかに立ち上がり、深 さ24cmを測 る。

堆積土は 7ブロックに区分でき、全体的に多量の炭化粒を含み人為堆積と考えられる。

土渡内より10数点の上器片を出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉～中葉と考えられる。

第 237号土境 (第 56図、78図 166～ 174、 80図 13、 82図 7、 31～ 34、 PL21、 25)

調査区南東部、万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が希薄になり始めるZW-90グ リ

ッドに位置 し、Ⅲd層上面において確認 した。本土墳は 238号 フラスコ状土墳、 256号土墳と重

複 し、本土渡との新旧関係は、 256号土墳が古く、 238号 フラスコ状土墳が新しい。平面形は

楕円形を呈し、径109× 86cm、 深さ56cr、 底面積 0.6rを 測る。長軸方向はN-68° 一Eである。

堆積土は 5ブロックに区分され、人為堆積である。 V層 中位を底面とし、こまかな起伏がみら

れ堅くしまっていた。底面南西部に縁を巡 らした施設がみられた。壁は底面から外傾 して立ち
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上がる。

土渡内より90点程の土器破片と石鏃 1点、有孔石製品 1点、円盤状土製品 4点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 239号土堀 (第70図、73図 12、 78図 175～ 183、 P L15)

発掘区南東端のZW-89グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。 236号土墳、ビット170

と重複し、本遺構はいずれよりも古い。遺構西側は未発掘である。平面形は短軸 176 cmの楕円

形を呈すると考えられ、深さ58cmを 測る。底面はⅣ層より成り、小さを起伏がありやや軟弱で、

南東佃1か ら北西側に傾斜している。壁は緩やかに立ち上がる。なお、確認面下34cmに 多量のチ

ップを含む炭化物層が確認された。規模は径14cm、 厚さ約 l cmを測る。堆積土は6ブロックに

区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より復元土器 1点 (73図 12)、 約 120点の土器片を出土した。12は無文の浅鉢形土器で、

口径17.5cm、 底径 7.4 cm、 器高 8.9 cmを 計る。色調は浅黄橙色を呈する。78図 182は 土墳下位、

179は 2層 からの出土である。なお、土獲内より炭化したクルミ1個、クリ1個、 ドングリ類

1個、 トチノキ 2個 が出土した (第Ⅵ章 3参照)。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 241号土墳 (第70図、79図 184～ 192、 80図 30、 81図 45、 82図 6、 8、 35～ 37、 PL23、 26)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状ピット群が希薄になり始めるZX-91、 92

グリッドにまたがって位置する。Ⅲd層上面において 221号配石遺構、 245号土墳と重複して確

認された。新 1日関係は 221号配石遺構より古く、245号 土墳より新しい。平面形は円形を呈し、

径76cm、 深さ88cm、 底面積0.45ゴ を測る。堆積土は4ブロックに区分され、人為堆積である。

V層 中位を底面とする。底面はゆるやかな起伏をもち、堅くしまっていた。壁は底面よりほぼ

垂直に立ち上がるが、部分的にフラスコ状を呈する所もある。

土墳内より90点程の土器破片と掻器 1点、円盤状土製品 3点、有孔石製品 1点、円盤状石製

品 1点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 244号土墳 (第70図、79図 198～ 196)

調査区南東側、万座環状all石際から広がる柱穴状ピット群が希薄となり始めるZZ-91グ リ

ッドに位置し、腱層上面においてピット298、  299と 重複 して確認された。新 1日関係はピット

298よ り古く、ピット299と は不明である。平面形は楕円形を呈し、径94× 71cm、 深さ28cm、

底面積0.37rを 測る。長軸方向はN-52° 一Wである。堆積土は 3ブロックに区分され、人為堆

積である。V層上面を底面とする。底面はこまかな起伏をもち、堅くしまっていた。壁は底面

よりやや外傾して立ち上がる。
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土墳内より60余点の土器破片が出土 した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 245号土墳 (第70図、79図 197～ 199、 82図 38、 39、 P L25)

調査区南東倶1、 万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群がやや希薄となり始めるZX-91、

92グ リッドにまたがり位置する。腱層上面において 202号竪穴遺構、 241号土墳と重複 して確

認された。新旧関係は本土渡が古い。平面形は円形を呈するものと考えられ、径80cm、 深さ74

cmを浪1る 。堆積土は人為堆積である。 241号土墳によりその大半を消失しているが、 V層上面

を底面とし、底面は中央 に向かってゆるやかに傾斜 し、堅 くしまっていた。壁はやや外傾 して

立ち上がるが、一部強く外傾する所もみられる。

土墳内より20点程の土器破片、円盤状土製品 2点が出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 246号土績 (第70図、73図 14、 15、 79図200～ 218、 80図 31、 32、 PL15、 23)

発掘区南東傾1の ZX-91、 92グ リッドに位置し、舶層上面で確認 した。 247号土媛と重複 し、

本遺構が新しいと考えられる。平面形は132× 120cmの 楕円形 を呈し、深さ60cm、 底面積0.78ぶ

を測る。長軸方向はN-77° 一Wである。底面はV層 より成 り、大きな起伏があり堅 くしまって

いる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は 4ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土獲内より復元土器 2点 (73図 14、 15)、 約 240点の土器片、掻器 2点、円盤状土製品 6点 を

出土した。14は無文の浅鉢形土器で、日径20cmを 計る。15は鉢 と考えられる土器の回頸部であ

る。項部には粘土紐を張 り付けている。折 り返 し口縁上には平行沈線が巡 り、頭部には沈線に

より楕円形文、曲線文が施文されている。色調はそれぞれにぶい橙色、にぶい褐色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 247号土堀 (第70図、79図 219～ 228)

発掘区南東佃1の ZX-92グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認 した。 246号土墳、ピット169

と重複 し、本遺構は 246号土墳より古いと考えられる。平面形は133× 106cmの 楕円形 を呈し、

深さ50cm、 底面積0.78rを測る。長軸方向はN-45° 一Eである。底面はV層 より成り、小さな

起伏があり堅くしまっている。壁はほぼ垂直に立ち上がる。堆積土は人為堆積を呈すると考え

られる。

土墳内より200点弱の土器片を出土した。また黒色樹脂塊を出土 した (第Ⅵ章 2参照)。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 249号土壇 (第 56図、74図 18)

発掘区南東側のZX、 ZY-92グ リッドに位置する。確認面はIV層 下面であるが、これは地

山がマウンド状 となっている為で、近傍の土渡の確認面とほぼ同一 レベルである。 250、 251
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第71図 土墳実測図(3)

号フラスコ状土獲、 252号土渡、ピット314、 315と 重複し、本遺構はいずれの上墳よりも新

しい。遺構南東側は未発掘である。平面形は推定径 184 cmの楕円形を呈すると考えられ、深さ

66cmを沢1る 。長軸方向はN-62° 一Wである。底面は南東側から北西側に傾斜しており、起伏が

ある。堆積土は 7ブロックに区分でき、人為堆積を呈すると考えられる。

74図 18は 3層 より横転状態で出土した深鉢形土器で(原体Rの網目状撚糸文が口縁部直下よ

り胴部%ま で施文されている。推定口径26.Ocm、 底径11.4cm、 器高35.5cmを 計り、色調はにぶ

い橙色を呈する。

構築時期は(縄文時代後期前葉である。

第 252号土塘 (第 56図、73図 16、 17)

発掘区南東側のZY-92グ リッドに位置する。確認面はⅣ層下面であるが、これは地山がマ

ウンド状となっている為で、近傍の土渡の確認面とほぼ同一レベルである。 250、  251号フラ

スコ状土墳、 249号土渡、ピット283、 284と 重複 し、本遺構は 250、 251号 フラスコ状土墳

より新しく、 249号土墳、ピット283よ り古い。遺構北東イ員」は未発掘である。平面形は楕円形

を呈すると考えられ、深さ48cmを汲1る 。底面はほぼ平坦である。堆積土は 5ブロックに区分で

き、人為堆積を呈する。

73図 16、 17は土渡内より出土した深鉢形土器で、16は 6個 の項部を有する波状口縁で、 2条

の平行沈線 により区画された胴上半部に文様帯をt)つ。文様帯は頂部間で 6区画され、区画

内には磨消縄文技法を用いて入織 1犬曲線文が施文され、刺突が施される。地文はRL縄文であ

る。17は 6個の頂部を有する波状口縁の無文土器で、口径19.3cm、 底径 7.9m、 器高24.9cmを

計る。色調は共に灰褐色を呈する。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 254号土墳 (第71図、79図229～ 231)

発掘区南東側のZY-91グ リッドに位置 し、

腱層上面で確認した。遺構南西佃1は未発掘であ

る。平面形は径98cmの 円形 を呈すると考えられ、

深 さ36cmを 測 る。底面はV層 より成り、堅くし

まっている。堆積土は 6プロックに区分でき、

人為堆積を呈する。

土鍍内より10数点の土器片を出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 255号土墳 (第71図 )

発掘区南東イ員1の ZV、 ZW-92グ リッドに位

置 し、田層上面で確認 した。平面形は128× 105

cmの楕円形 を呈し、深さ58cm、 底面積0.38ゴ を

PCm減 1る。長軸方向はN-86°一Eである。底面はV

第74図 土墳出土土器実測図(3) 層より成 り、堅くしまり、北佃1か ら南側へ若干

傾斜している。壁は直線的である。堆積土は 7ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

遺物は出土しなかったが、確認面及び周辺の出土遺物より、構築時期は縄文時代後期と考え

られる。

第 256号土墳 (第 56図、79図 232～ 238)

発掘区南東佃1の ZX-90グ リッドに位置し、腱層上面で確認した。 238号フラスコ状土渡、

237号土墳と重複し、本遺構はいずれよりも古い。平面形は178× 1 52cmの楕円形を呈し、深さ

36cm、 底面積1.58ピ を測る。長軸方向はN-68° 一Wである。底面はV層 より成り、ほぼ平坦で

ある。堆積土は 7プロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より60数点の土器片を出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 257号土塘 (第71図、79図 239、 240)

発掘区南東傾1の ZX-90グ リッドに位置し、Ⅲd層上面で確認した。遺構南西側は未発掘であ

り、遺構の一部を確認したのみである。底面はV層 より成り、鍋底状を呈し、深さ59cmを 沢1る。

堆積土は10ブロックに区分でき、人為堆積を呈する。

土墳内より10数点の土器片の他、円盤状土製品 1点 を出土した。

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

SK249 18   1
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土墳出土土器拓影図(2)

第 258号土墳 (第71図、79図241～ 245)

発掘区南東端のZV-89グ リッドに位置し、胞層上面で確認した。ピット83、 112、 113、

245～ 248と 重複し、本遺構はビット113、 248よ り新しく、その他のピツトより新しいと考

えられる。平面形は260× 181clnの楕円形を呈し、深さ31m、 底面積2.29ポ を測る。長軸方向は

N-22° 一Wである。底面はV層 より成り、大きな起伏がある。堆積土は 6プロックに区分でき、

人為堆積を呈する.

土墳内より10数点の上器片を出土した。また、炭化したクリが331点出土した(第Ⅵ章3参照L

構築時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。   (藤 井安正、佐藤 樹、藤井富久子)
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9.埋設土器遺構

第 201号埋設土器遺構 (第83図、84図 1、 P L10、 15)

調査区北西端t YL-90グ リッドに位置し、mb層下位において確認した。土器は径34× 32cIIl、

深さ31cmの掘り方に正立に埋設されていた。土器は 4つの頂部をもつ波状口縁の深鉢形土器で、

口縁部に擦 り消し沈線文による長方形文、胴部上端から下半にR縄文の網目状撚糸文が施文さ

れている。器高39.2品、回径24.4cIIlを計る。焼成は良好、色調はにぶい褐色を呈する。

時期は、縄文時代後期前葉と考えられる。

第 202号埋設土器遺構 (第83図、84図 2、 3、 P L10、 15)

調査区北西佃1、 Y」 -93グ リッド、llb層上位において確認した。土器は径40× 36cln、 深さ13
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3黒 色 土 (10YR1 7/1)mb層

第83図 埋設土器遺構実測図

F′

1 黒掲色土 (10YR2/2)
2黒 色 土 (10YR2/1)
3黒 色 土 (10YR2/1)

0                  50cn

の

上

⑦
０

卸の掘り方内に、口縁部と胴部下半を欠く2つ の壺形土器を埋設するもので、84図 2を伍1立さ

せ、これを被 うように84図 3を正立に置いた状態で確認された。 2は櫛目状沈線文で二段の文

様帯を区画するもので、上段 に花弁状文、下段には横位連続三角形文、弧状文が施文されて

いるものである。色調は灰黄褐色を呈する。 3は帯状文による入織伏曲線文が施文され、沈線

間にはLR縄文が充填される。色調は,支黄橙色を呈する。

時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 205号埋設土器遺構 (第83図、84図 4、 P Lll、 15)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状ピット群が希薄となるZZ-92グ リッドに

-110-
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第85図 埋設土器実測図(2)

位置し、田層上面において確認された。土器は径63× 56cm、 深さ10cmの掘り方内に倒立状態で

埋設されていた。土器は平口縁の深鉢形土器である。頸部に沈線文を巡 らし文様帯 を区画す

る。日縁部は無文化され、胴部にはL縄文の網目状撚糸文が施文されている。口径27.lcm、 焼

成は良好、色調はにぶい褐色を呈する。

時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 206号埋設土器遺構 (第83図、84図 5、 P Lll、 15)

調査区南東佃]、 万座環状列石際より広がる柱穴状ピット群が希薄になったZZ-91グ リッド

に位置し、胞層上面において確認された。土器は径36cm、 深さ 5 cnlの掘り方内に倒立に埋設さ

れていた。土器は 6つ の項部をもつ波状口縁の深鉢形土器である。日縁部と胴部上半に平行沈

線文を施し文様帯を区画しており文様帯には沈線により入組 1犬曲線文が施文されている。口径

24.3cm、 焼成はやや不良、色調はにぶい黄橙色を呈する。

時期は縄文時代後期前葉と考えられる。
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第 207号埋設土器遺構 (第83図、85図 6、 P Lll、 15)

調査区南東傾1、 万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が希薄となるZZ-91グ リッドに

位置する。Ⅲd層 上面においてピット324と 重複 し、本遺構が新しい。土器は任l立 して検出され

た。平口縁の深鉢形土器で、日唇部 8ヵ 所に3条の棒状工具横位押圧文が施 されている。文様

帯は回縁部、胴部上半に区画され、文様帯には口唇部の押圧文を支点とし、日縁部には長方形

文、胴部には階段状文が施文されている。沈線間にはLR縄文が充填される。口径38.lcm、 焼

成は良好、色調は灰黄褐色を呈する。

時期は縄文時代後期前葉と考えられる。

第 208号埋設土器遺構 (第83図、85図 7、 P L15)

調査区南東側、万座環状列石際より広がる柱穴状 ピット群が密集するZV-92グ リッドに位

置し、Ⅲd層上面において倒立した状態で確認した。土器は平口縁の深鉢形土器で、回縁部直下

よりLR縄文が施文されている。口径24cm、 色調はにぶい褐色を呈する。

時期は縄文時代後期と考えられる。 (藤井安正 )

10.遺構外出土遺物

(1)土  器 (第86～95図 )

D区遺構外からは77点の復元土器とダンボール箱33箱の土器片の出土があった。これらの土

器は、縄文時代早期、前期、後期に位置づけられるもので、その大半は後期前葉のものである。

歴史時代の遺構構築による遺物包含層の消失や、上部遺構保存のため同一層まで調査が及ん

でいない部分があり、単純に比較できないが、概ね、早、前期の土器は発掘区中央部から北西

側に偏在し、後期前葉の土器は全域に分布するが、北西部の分布密度が高い。これに対し、後

期中葉の土器は、やはりほぼ全域に分布するが、南東部及び中央部の密度が高い。
89 90 91 92 93 94 95 96

これらの土器は層位的には、明らかに攪舌L YM

と考えられる I～ Ⅱ層出土の土器を除 くとIa VK

～Ⅳ層からの出土であり、全体としてはIIa～  ‖
IIb層 の出土が多い。縄文時代の文化層が薄い ::

こと、遺構構築時に下層の土器が掘り出され、羊:

混在している地点があることなどから、出土 羊:

土器と層序との関係は明確にできなかった。 11

ただ、早期の土器が聰層下位、前期の土器が 2X`

Ⅲb～Ⅲd層、後期の土器力Ⅶa～ lllb層 からの出土 ZV・

が多いという傾向はつかむことができる。  Z■

'9"牲
y叩 摯
""

前期の土器分布図

li:]回 b層下位  .
[]昭和21年目奎智 |
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第 I群 早期の土器 (第86図 )

早期の土器は、YK-90グ リッド、Ⅲd層下位より1点 (第86図 1)出土した。貝殻沈線文系

の土器の尖底部と考えられる。胎土には小礫、石英を多量混入、焼成はやや不良、色調はにぶ

い橙色を呈する。なお、貝殻沈線文系の土器は、昭和50年の分布調査において、本発掘区近傍

より2点出土している。

第Ⅱ群 前期の土器 (第92図 )

本群には、前期末の円筒下層 d式の土器を一括 した。日頸部文様帯の幅及び文様により細分

した。

1類 幅の狭い口頸部に絡条体圧痕による平行文を有するもの (10、 18、 19、 27)

口頸部の文様帯の幅は 1.5～ 2.2 cmと 狭い。 3～ 4段に絡条体圧痕文 (原体R)を施文、そ

の直下には綾絡文を有する。胴部には横位方向の羽状縄文が施文されている。18の 口頸部には

絡条体圧痕懸垂文もみられる。いずれも平口緑である。焼成はやや不良、色調は灰黄褐色、に

ぶい黄褐色を呈する。

2類 幅の広い口頸部に撚糸、絡条体圧痕による平行文を有するもの (1～ 9、 11、 12、 15、 16、

20、 22～ 26、 28)(12、 23は同一個体、 2、 5、 6、 9、 24は 同一個体、15、 28は同一個体)

口頸部文様帯の幅は 2.5～ 4.O cmで、 4～ 7段 に撚糸あるいは絡条体圧痕文が施文される。

口頸部下に微隆起帯を有するものが多く、その帯上に斜位竹管文、刺突文、撚糸圧痕文を有す

る。22～26は、いずれも波状口縁の土器で、その頂部から懸垂文が垂下 している。懸垂文は隆

起線 (22、 23、 25)に よるものと、絡条体圧痕によるものがあり、前者回頸部には撚糸圧痕 (

原体R、 LR)、 後者には絡条体圧痕 (原体R)平 行文が施文されている。また本類土器の口

唇部には、撚糸、絡条体圧痕文を刻み目状に施文しているものが多い。胴部文様には、木目状

撚糸文、単節斜縄文、縦位の羽状縄文等が施文されている。

本類の土器の焼成はやや不良で、色調はにぶい黄橙色、灰黄褐色、浅黄橙色等を呈する。

3類 口頸部に斜方向の絡条体圧痕文を有するもの (13、 14、 17、 21)

4点は同一個体で、波状回縁下には 2段の撚糸圧痕文 (原体RL)、 日唇部にはRL縄 文が

施文されている。微隆起帯までの回頸部には、上端に 2段、下端に 1段の絡条体圧痕文 (原体

R)を施文、その間に 7～ 8段で傾斜を逆とする斜方向の絡条体圧痕文 (原体R)を 有する。

なお微隆起帯上には斜方向の竹管文を有する。胴部には羽状縄文 (原体L R ttR L)が施文さ

れている。焼成はやや不良、色調は灰褐色を呈する。

本群 1類は円筒下層dl式、 2、 3類は同d2式 と考えられる。

第Ⅲ群 後期初頭～前葉の土器 (第86～ 91、 93図 )

本群は縄文時代後期初頭から前葉に位置づけられる土器で、東北地方北部の前十腰内、十腰
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内 I式 、南部の南境式に比定できる。施文技法、主要文様により次のように細分した。

1類 隆線文、隆沈文の土器 (第86図 14、 93図 35、 39、 40)

35は深鉢胴部片で、縦、横方向の隆線文が施文されている。焼成は良く、浅黄橙色を呈する。

14、 39、 40は隆沈文を有する土器類で、14は壺、39、 40は深鉢あるいは壺と考えられる。14

には円文、楕円形文、39、 40に は渦巻文が施文されている。いずれも焼成は良く、にぶい黄橙

色、褐灰色を呈する。YM-91グ リッド、Ⅲb～Ⅲc層の出上である。

2類 地文上に沈線文が施文された土器 (第88図 22、 24、 28、 90図 42、 43、 93図 56)

22は小型の鉢あるいは深鉢の底部で、L斜縄文上に 3条の横位方向の沈線文がみられる。24

は台付土器台部で、LR縄文上に 3条の沈線による曲線文が施文されている。

28は波状口縁の鉢形土器で、口縁部は外反する。口縁部と胴部中央の平行沈線により区画さ

れた文様帯には花弁文と階段状文が交互に施文されている。地文はLR斜縄文、焼成はやや良

好で、色調は浅黄橙色を呈する。42は台付土器で、成形後足部以外を切 り取って 4個 の足部を

作 り出している。器外面には平行沈線文、長方形文が施文されている。地文はLR縄文、焼成

は良好で、色調は

'曳

黄橙色を呈する。

56は深鉢胴部片で、LRの地文上に沈線により、縦位楕円連結文とその間を結ぶ平行線文が

施文されている。焼成は比較的良く、色調はにぶい黄橙色を呈する。YH-92グ リッド、Ⅲa層

中位の出土である。

3類 沈線文を主体とする土器 (第86図 2～ 13、 15、 87図 17～ 21、 90図 40、 41、 91図 61、

93図 36～ 38、 41～ 50、 60、 62～ 66)

本類には無文地に沈線文が施文された土器を一括 した。口縁部文様や文様帯区画に隆沈文が

使用されているものや、格子目状沈線文等も本類とした。文様により次のように細分した。

a.縦位連結文等で器面を区画する土器類 (86図 2、 5、 9、 12、 93図 42、 44、 47、 48、 50)

懸垂文 (2)、 「 S」 字連結文 (9)、 縦位楕円連結文 (42、 50)な どを等間隔に配置、その間

を 2～ 3条の弧状、直線状あるいは曲線状の平行沈線で連結 している土器類である。本類には

深鉢、鉢、壺、台付鉢等があり、いずれも文様帯の幅が広 く底部付近まで及ぶ。なお、42、 50

の平行沈線間には刺突文が伴 う。焼成は良く、色調は灰褐色、にぶい橙色、黒褐色等を呈する。

b.曲線文、直線文が無方向に展開する土器類 (86図 3、 4、 6～ 8、 13、 15、 87図 17)

回縁部には平行沈線文や円文をはさんだ長方形文 (4、 8)が施文される。また口唇部や口

縁部に貼 り付け文を有するもの (6、 7、 13)も ある。胴部文様帯は広く底部付近にまで及び、

1～ 2条の沈線文を無方向に展開させている。15は壺の胴～底部片で、無方向に展開する平行

沈線による曲線文内に沈線が充損 されている。本類には

'実

鉢、鉢、深鉢、壺等があるが、いず

れも焼成は良く、色調はにぶい橙色、にぶい黄橙色、橙色等を呈する。
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c.曲線文や幾何学文が横位方向に展開する土器類 (86図 10、 11、 87図 18～ 20)

入組状曲線文、波状曲線文等が横位方向に展開する土器類で、これらの文様は壺においては

胴部上半、深鉢、鉢においては口縁部から胴部上半に限定される。曲線文は 2～ 3条の平行沈

線文により構成されている。19は深鉢で、口縁部には円文をはさんだ長方形文、胴部上半には

2段の入組状文を主体とする文様が施文されている。

本類の土器には深鉢、鉢、壺等があり、いずれも焼成は良い。また色調はにぶい黄橙色、に

ぶい橙色、明赤褐色等を呈する。

d.格子目状沈線文の土器 (87図 21)

21は平口縁の鉢形土器で、口径22.8cm、 器高20.4cmを 計る。口縁部に無文部を有し、格子目

状沈線文は口頸部から胴部下半まで施文される。また底面には網代痕を有す る。焼成は良く、

色調は明褐灰色を呈する。器表面には煤を付着 している。YL～ YK-9o、 皿b～Ⅲd層 からの出

上である。

e.沈線文系の土器 (90図 40、 41、 91図 61、 93図 60、 62～ 66)

小破片のために文様構成がつかめないが、器形、文様の特異なものを一括 した。

40は ミニチュアの鉢あるいは深鉢の底部で、底面に変形楕円文が施文されている。41は壺形

の切断土器で底径 4.6 cmを 計る。胴下部に 3条の平行沈線文を有する。61は台付土器台部で、

長方形の透 しを有する。60は壺底部片で、内面に花文が施文されている。62、 63は片口土器の

片口部、64は鉢の底部、65、 66は蓋と考えられる。

4類 磨消縄文を主体とする土器 (第88図 23、 25～ 27、 29～ 34、 89図 35～ 39、 90図

45、 46、 93図51～ 55、 57～ 59、 61)

a.縦位方向の文様を有する土器 (35)

35は 2つの橋状把手を有する深鉢形土器で、波状口縁頂部には 5条 の刻み目】犬沈線文を有す

る。日縁部は無文で、胴部文様帯は 3条の沈線文により上下 に 2分 され、その間に円文が施

文されている。帯状文様内にはLR斜縄文が充填 されている。焼成は良好で、色調はにぶい黄

橙色を呈する。YD-93グ リッド、皿b層下位の出土である。

b.無方向の曲線文を有する土器 (25)

25は平口縁の鉢形土器で、口縁部に花弁状文、体部全面に無方向の曲線文、直線文が施文さ

れている。これらの文様は平行沈線で施文され、体部文様内にはLR縄文が充填されている。

焼成は良好で、色調はにぶい黄橙色を呈する。YL-9oグ リッド、llb層下位の出土である。

c.幾何学文、曲線文が横位方向に展開する土器 (29、 30、 32、 34、 36～ 38)

本類には幾何学文、曲線文が横位方向に展開する土器類を一括 した。これらの文様は 2～ 3

条の沈線により区画された胴部上半に限定される。階段状文のもの (29、 36～ 38)、 波状曲線
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文のもの (30、 34)、 長方形文のもの (32)等がある。これらの文様は 2～ 3条の沈線により

施文され、LR、 RL縄文が充損されている。本類には深鉢、鉢、壺等があり、深鉢、鉢の口

縁部は外反し、波状口縁項部に 3～ 8条の刻み目状沈線文を有するものもあるc焼成は良好な

ものが多く、色調はにぶい黄橙色、浅黄橙色、にぶい橙色を呈する。

d.入組状曲線文が横位方向に展開する土器 (26、 31、 33、 39、 45、 46)

本類には横位方向に展開する入繊伏曲線文を特徴とする土器類を一括 した。これらの文様は

胴部上半に限定される。入組文が完成していないもの (31)、 2段の入組伏曲線文を施文して

いるもの (33)、 刺突文を伴 うもの (39)、 空間部分に幾何学文を補充するもの (45)、 磨消

部分が反転 しているもの (46)等 がある。これらの文様は幅の狭い 2～ 3条の沈線により施文

され、LR、 RL、 L縄文が充損されている。深鉢は口縁部が外反 し、波状口縁項部に 3～ 8

条の刻み目状沈線を有するものもある。壺は平口縁で、口縁部は無文となる。本類には深鉢、

壺の他に鉢もあり、焼成はいずれも良好で、色調はにぶい黄橙色、にぶい橙色、にぶい褐色等

を呈する。

第Ⅳ群 後期中葉の土器 (第 86、 94、 95図 )

本群は縄文時代後期中葉の土器であり、東北地方北部の十腰内Ⅱ・Ⅲ式、南部の宝ヶ峯式に

比定できる。全体の器形や文様を考察できるほど復元できた資料もないため、主に施文技法に

より細分した。

1類 磨消縄文に刺突が伴 う土器 (94図 78～ 91、 95図92～ 97)

曲線的な磨消縄文を構成する沈線に沿って、連続刺突文が付加されている土器類で、刺突は

磨消縄文側に施文される。束」突には竹管あるいは棒状工具が用いられ、刺突の方向は器面に垂

直なものと沈線文方向へ傾斜するものとがある。地文にはLRの細縄文が多用されている。焼

成は非常に良く、色調はにぶい黄橙色、灰褐色、灰黄褐色等を呈する。

2類 口縁部付近に幅の狭い平行沈線文を有する土器 (94図 77、 95図98～ 104)

5～ 7段の平行沈線には「 S」 字状あるいは波状の懸垂文が付加される。また長楕円形を交

互に施文、同様の効果を出しているもの (77、  101、 103、 104)も ある。平行沈線部の地文

にはLR、 RL縄文が使用されている。鉢、深鉢とも口縁部で若干内彎するか直線的に外傾す

る器形で、大型深鉢には立体的で大きな装飾突起がつく (77)。 本類の上器の焼成も非常に良

く、色調はにぶい黄橙色、灰褐色、灰黄褐色を呈する。

3類 磨消縄文の土器 (第 94図 69、 72～ 76、 95図 105～ 130)

磨消縄文による曲線文が施文された土器類で、細縄文が多用されている。Ⅲ群 3類が 2～ 3

条の平行沈線により構成される幅の狭い帯状の磨消縄文であるのに対し、本類は 1条の沈線に

より自由に施文されている。地文にはLR縄文の他にRL縄文も若干使用されている。幅の広
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い帯状文、幾何学文、曲線文、入繊吠文等が施文されている。また深鉢口縁には立体的な大き

な装飾突起がつくもの (69、 72～ 76)も ある。比較的薄手のものが多く、焼成も非常に良い。

色調はにぶい黄橙色、褐灰色、にぶい赤褐色等を呈する。

4類 沈線文の土器 (第86図 16、 94図 70、 95図 131～ 134)

斜行沈線文、矢羽根状沈線文、刻み目状沈線文等の土器を一括 した。

16は 3個 の装飾突起を有する注目

'実

鉢形土器である。日縁部が内彎 し、日径は25.2cm、 器高

は16.5cm位 と考えられる。体部上端には徴隆起帯を有し、その上には沈線による斜方向の刻み

目文を施文している。口縁部文様帯は鋸歯状に区画され、その中には斜方向の平行沈線文が充

損 されている。また 1つの突起下には注目部を有し、他の 2つの突起下には波状 (変形「S」字)

の隆帯文を有する。なお、体部は無文である。焼成は非常に良く、色調はにぶい褐色を呈する。

YF-9ё グリッド、BIb～Ⅲd層 の出土である。

131は壺あるいは注目土器の口頸部片で(平行沈線間に矢羽根状に沈線が施文されている。

焼成は良好で、色調は褐灰色を呈する。ZY-92グ リッド、Ib層の出土である。

132は壺あるいは注目土器の回縁部片で、口縁と平行に微隆起帯を有し、その上に斜方向に

刻み目状の沈線文を有する。薄手で、焼成は非常に良く、色調はにぶい黄褐色を呈する。Y

F-90グ リッド、Ib層 からの出土である。

133、  134は同一イ団体で、壺あるいは注口土器の口頸部と胴部である。胴部上半から口縁部

にかけ、沈線により曲線文を施文、その区画文内に平行沈線文が充填 されている。非常に薄手

で、焼成も良く、色調は黒褐色を呈する。YF-90グ リッド、 I～Ⅲb層 の出土である。

5類 羽状縄文の土器 (第 95図 136、 137)

鉢の口頸部から胴部上半の破片と考えられる。平行沈線下に横位方向の羽状縄文を有する。

同一の原体による、回転方向を変えて作 り出された羽状縄文で、原体にはRL縄文が使用され

ている。薄手で、焼成は良く、色調はにぶい黄橙色 を呈する。

第V群 後期初頭～中葉の土器 (第 90、 91、 95図 )

本群には後期初頭から中葉に位置づけられる条痕文、撚糸文、縄文・無文の土器を一括 した。

1類 条痕文の土器

本類の土器はすべて深鉢で、平口縁のものが多い。条痕は縦位あるいは縦位に近い斜位で、

日縁部に無文部を有し、胴部にのみ施文するものと、口縁部上端から胴部下半まで施文するも

のがある。焼成は良好なものが多く、色調は灰褐色、にぶい橙色等を呈する。

2類 撚糸文の土器 (第 90図 47、 95図 138、 139)

単軸絡条体の回転圧痕文を本類とした。撚糸文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文に細分される。
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本類の土器は、ほとんど深鉢で、大型のものが多い。ゆるい波状口縁か平口縁で、胴部上半が

張 り出し、日縁部が外反するものが多い。撚糸文のものは、口頸部に 2～ 3条の平行沈線等の

境界文を有し、胴部にのみ撚糸文を有するものの他に、日縁部上端から撚糸文が施文されるも

のがあるが、網目)伏撚糸文、連鎖)伏撚糸文の土器は、口縁部 に無文帯 を有するものがほとん

どである。なお、軸に巻かれる条は、撚糸文ではL縄文、網目状撚糸文、連鎖状撚糸文ではR

縄文が多用されている。本類の土器の焼成は良好なものが多く、色調はにぶい褐色、灰褐色を

呈するものが多い。

3類 縄文の土器 (第90図 44、 48～ 50)

口頸部の撚紐圧痕文や平行沈線文以外に文様を有せず、縄文を主文様とする土器類を本類と

した。撚紐圧痕文が無文部分と縄文部分を画するもの (48)、 沈線文が無文部分と縄文部分を

画するもの、撚紐圧痕文や沈線文等の区画文を有しないが、回縁部を無文帯とするもの (50)、

口縁部ほぼ上端から縄文が施文されるもの (49)等がある。本類の原体にはLR、 RL、 L縄

文が使用されている。なお、撚組圧痕文の原体には胴部縄文と同一種類のものが使用されてい

る。また、48の 回唇部には、胴部と同一のL縄文が施文されている。

本類の土器には、小型の深鉢、鉢もみられるが、そのほとんどは大型の深鉢である。平口縁

あるいは 4つ の項部をもつゆるやかな波状口縁で、口縁部が外反するものが多い。焼成は良好

なものが多く、色調は灰褐色、にぶい褐色、にぶい黄橙色等を呈する。

4類 無文の土器 (第 90図 51、 91図52～ 60、 62～ 75)

本類には、深鉢、鉢、浅鉢、台付土器、注目土器等があり、比較的小型のものが多い。深鉢

は平口縁か波状口縁で、後者には頂部に 2～ 3条の棒状工具側面圧痕文を施文しているもの (

75)がある。底部から外傾 して口縁に至るものと口頸部で若干 くびれ、口縁が外反する器形を

呈するものがある。鉢、浅鉢は、平口縁かゆるい波状口縁で、ミニチェアや小型土器が多い。

日縁部で若千 くびれ、日縁が外反するもの (59)、 底部から口縁まで直線的に外傾するもの (

54、 57、 71)、 外彎、外傾するもの (63)、 日縁部付近から直立に立ち上がるか若干内彎する

もの (52、 53、 54、 60)がある。なお63の波状口縁部には孔を有し、底部には内から外佃1に棒

状工具を刺 してあけた子し15～ 17イ国がある。64、 65は底部片であるが、同様の孔を有している。

壷は平口縁で、胴部の張 りの小さい細長のものが多い。また比較的小型のものが多い。72、 73

は注目土器注目部である。

本類の上器は焼成が良好で、にぶい黄橙色、浅黄橙色、にぶい橙色、褐灰色等を呈する。
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